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3月1日現在 町の人口：28035人（+27）
※（　）内は先月比です

世帯数 9986（+30）
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今
月
の
主
な
内
容

小学校でも
よろしくね！！
小学校でも
よろしくね！！

4
東風平幼稚園 卒園式東風平幼稚園 卒園式

健
康
的
な

薄
味
な
の
で
、唐
辛
子
で

お
好
み
の
味
に

し
て
下
さ
い
。

材 料

〜〜レシビ募集！〜〜

作り方

ピーマン ………………………………………… 2個
しらたき ……………………………………… 200g
人参 …………………………………………… 100g
醤油 ………………………………………… 大さじ 1
みりん ……………………………………… 大さじ 1
ごま油 ……………………………………… 小さじ 2
七味唐辛子 ……………………………………… 少々
いりごま …………………………………… 小さじ 1

① ピーマン、人参は細切りにする。
② しらたきは、食べやすい長さに切り、さっとゆでる。
③ フライパンにごま油を熱し、①を炒め、油がまわった
ら②も加えて炒める。
④ 醤油、みりんで調味し、手早くからませ、水分が飛ん
だら火を止め、いりごまを加えて混ぜる。
⑤ 器に盛り、お好みで七味唐辛子をかけ、出来上が
り。

※「ニンジンの代わりに赤ピーマンを使うと彩りが良
くなりますし、サヤインゲンを加えると触感や、栄養
バランスも良くなります。」

野菜を使ったメニューを募集します。
料理の種類は問いません。
（おやつ、ドリンク、etc...）
応募は、八重瀬町商工会
☎998-4334  FAX 998-6743

このマークの貼ってあるお店に
応募用紙があります。

レシピ考案者：平良祐子さん（玻名城）
栄養士

「ピーマンのきんぴら」（4人前）

ノルディックウォーキング

（1人前あたり56kcal）（1人前あたり56kcal）

広
報

発
行
／
八
重
瀬
町
役
場
　企
画
財
政
課
　〒
901-0592　沖

縄
県
島
尻
郡
八
重
瀬
町
字
具
志
頭
659番

地
 T
EL (098)998-2668 FA

X
 (098)998-4745 E

-m
ail kikaku@

tow
n.yaese.ｌｇ

.jp ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.tow
n.yaese.okinaw

a.jp

日傘作り日傘作り創作（オリジナル）紅型創作（オリジナル）紅型
「自分だけのオリジナル日傘を作ってみませんか？」「自分だけのオリジナル日傘を作ってみませんか？」

染物シリーズ染物シリーズ 第１弾

伝統工芸を
身近に取り
入れる・・・

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教

室
が
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
２
本
の
ポ
ー
ル

（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
て
歩
行
運
動

を
補
助
し
、
運
動
効
果
を
よ
り
増

強
。
歩
く
だ
け
で
で
き
、
健
康
効

果
の
高
い
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
す
。
場
所
を
問
わ
な
い

同
教
室
に
は
、
の
べ
４
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
県
内
の
小
学
生
チ
ー
ム
が
一
堂
に
会
し
て
中
頭
地
区
小
学
生
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
大
会
（
２
月
25
日
　
県
総
合
運
動
公
園
体
育
館
）
と
浦
添
市
小
学

生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
（
３
月
３
〜
４
日
　
浦
添
市
民
体
育
館
）
が
開
催

さ
れ
、
両
大
会
の
男
子
5
年
生
の
部
に
お
い
て
、
本
町
在
籍
の
八
重
瀬
ク

ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
が
優
勝
、
準
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
　

　
第
9
回
中
頭
地
区
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
　（準
優
勝
）

　平
成
23
年
度
浦
添
市
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
（
優
勝
）

　※

両
大
会
と
も
に
男
子
5
年
生
の
部
で
の
成
績

　
4
月
か
ら
は
こ
の
メ
ン
バ
ー
が
新
5
、
6
年
生
と
し
て
戦
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
八
重
瀬
町
初
の
ハ
ン
ド
全
国
大
会
出
場
と
な
る
か
？
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

八重瀬町中央公民館２階会議室・調理室場　所

受講料

申込期間

申込・お問い合わせ先

定　員

講　師

八重瀬町中央公民館　(９９８－８３８３）（電話申込可）

【5/18・5/25・6/1・6/8】
各金曜日 4 回　午後 2時～午後 4時

無料 
※但し、材料代 (5,0 00 円 ) 実費。
※5月2日 ( 火 )までに
中央公民館窓口でお支払い下さい。

4月 16日（月）～ 5月 2日（火）

15名（定員に達し次第締め切ります）

嘉数　裕子（染と織りサークル講師）

日　時

八 重 瀬 町 中 央 公 民 館 講 座



についてについて

● 平成24年度納期カレンダー

軽自動車税
固定資産税

町・県民税
（普通徴収）

4月 5月

1期

1期

6月

1期

7月

2期

8月

2期

9月10月

3期

11月12月

3期

1月

4期

2月

4期

3月 納税通知書発送

5月中旬

5月中旬

6月中旬

※各税目の納期限は、表に記載のある月の末日です。ただし、固定資産税の第３期の納期限は１２月２５日です。
 （詳細は各税目の納税通知書をご覧下さい。）
※納税通知書により、金融機関・役場会計課で納めてください。
※口座振替の方は、表の記載のある月の２０日が振替日となりますので、事前に残高の確認をお願いいたします。

軽自動車税
○4 月 1 日現在、八重瀬町を
主たる定置場所とする、軽
自動車・二輪の小型自動車・
小型特殊自動車

・原動機付自転車を持ってい
る方に課税されます。

固定資産税

○1 月 1 日現在、八重瀬町に
土地・家屋・償却資産（事
業用）を所有する、法人及
び個人に課税されます。

町県民税
（普通徴収）

○１月１日現在、八重瀬町に
住所を有する方に課税され
ます。

口座振替が便利です。 

  上記「納期カレンダー」の町税について口座振替が
出来ます。納税通知書・預（貯）金通帳、届出印を持
参の上、町内の金融機関で申込みして下さい。町外の
金融機関で申込みされる場合は問合わせ下さい。なお、
町役場では、申込み出来ませんのでご注意下さい。

簡単簡単
納税通知書・通帳・
届出印を用意すれ
ば申込み出来ます。

確実確実
自動的に口座か
ら引き落としさ
れるので納め忘
れがありません。

安心安心
納期限毎に現金を
持って納付に行く
必要がありません。

町税は納期限までに納付を
　納期限までに納付されない場合は、督促状が
送付され、100 円の督促手数料がかかります。
又、延滞金が年14.6％（納期限の翌日より1月
間は年4.3％（平成23年 4月現在）の割合で加
算され、負担が増える事になります。さらに、督
促状の指定期日を過ぎても納付がない場合は、
財産の調査や、滞納処分を行うことがあります。
納期限までに納付出来ない特別な事情がある方
は、町役場税務課までご連絡下さい。

納期内納付と滞納処分
自主納付

町税の滞納

滞納処分

　町税は、納税者のみなさまが定められた期限（納期限）までに、自主的
に納めていただくものであり、町税に限らず税金本来のあり方です。

　納期限までに納めないことを滞納といいます。滞納になれば督促状
が送られてきたり、本来納めるべき税額のほかに督促料や延滞金を納
めなくてはならなくなります

　町税を滞納したままでいますと、納期限までに納められた納税者と
の公平を保つため、また大切な町税を確保するために、やむを得ずその
人の財産（給与、預金、不動産、動産など）を差し押さえることとなりま
す。また、差し押さえられた後も特別な理由もなく滞納を続けられます
と、その財産を公売（取立て）し、町税に充当することとなりますが、こ
の一連の手続きを滞納処分といいます。

一般的な滞納処分の流れ一般的な滞納処分の流れ

町税を納期限までに納付されない場合

財産の差押え

滞納町税へ充当

納期限から２０日以内に発送します
督促状の送付

文書や電話、訪問等を行います
催　　　告

給与や預金、不動産、動産を調査します
財産調査

町税の滞納処分（差押え）とは
○滞納者への事前連絡や同意は必要としません。　○裁判所の許可（判決）を必要としません。
○金額に関係なく、少額でも差押えを行います。

町税町税
納付納付
の

町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　税
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
公
共
サ
ー

ビ
ス
や
、
財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
中
心
と
な
る
大
変
重
要

な
も
の
で
す
。特
に
、「
税
源
移
譲
」が
行
わ
れ
て
か
ら
は
、
町
民

み
な
さ
ま
が
納
め
た
税
金
が
、
八
重
瀬
町
の
財
政
に
直
接
影
響

す
る
仕
組
み
と
な
り
、そ
の
重
要
性
は
更
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　　こ
れ
ま
で
、
各
税
の
期
毎
の
法
定
納
期
限
内
に
納
め
て
な
い

方
に
対
し
、
督
促
状
を
送
付
し
ま
し
た
が
、
納
付
を
お
忘
れ
の

方
が
い
る
よ
う
で
す
。

　平
成
23
年
度
分
町
税
の
法
定
納
期
（
町
県
民
税
平
成
24
年
1

月
31
日
、
固
定
資
産
税
平
成
24
年
2
月
29
日
、
軽
自
動
車
税
平

成
23
年
5
月
31
日
）は
終
了
し
ま
し
た
。

　平
成
24
年
3
月
12
日
ま
で
に
納
め
忘
れ
の
方
に
対
し
、
催
告

状
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
備
え
付
け
の
納
付
書
で
納
付

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。ま
た
、
同
時
に
夜
間
戸
別
訪
問
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　そ
れ
で
も
納
め
て
な
い
方
に
対
し
て
は
、
滞
納
処
分
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　税
は
、み
な
さ
ま
で
公
平
に
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

納
付
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。も
し
、納

付
期
限
内
に
納
付
が
難
し
い
場
合
は
、
お
早
め
に
役
場
税
務
課

（
本
庁
舎
）ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
の
方
は
、お
早
め
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

納
税
に
関
す
る
お
問
合
せ
・
ご
相
談
は

八
重
瀬
町
役
場（
本
庁
舎
１
階
③
番
窓
口
）　
税
務
課
　
収
納
係
ま
で

平成 24年度 犬の登録と狂犬病予防集合注射について

　飼い犬には生涯 1 回の登録と
年に 1 度の予防注射が法律で義
務づけられております。狂犬病
は、発症すると人も犬も100％ 
死亡する恐い病気です。予防注
射の本来の目的は、感染した犬
に咬まれて人間が命を落とすこ
とがないよう予防することにあ
ります。
　毎年 1 回の狂犬病予防注射
は、犬を飼われる方、愛犬家の努
めとお考え下さい。

※日程表（下記の行政区の公民館・集会所等で行います。）　※他の公民館・集会所でもできます。

お
電
話
　
0
9
8-

9
9
8-

9
5
9
3

4 月 7日（土） 4月 8日（日）

４月 14日（土） 4月 15日（日） ４月 21日（土）

大　頓

具志頭

玻名城

港　川

長　毛

富　盛

高　良

東風平 (前 )

東風平 (後 )
町保健
センター

世名城

当　銘

志多伯

宜　次

外　間

大倉ハイツ

白川ハイツ

第一団地

友寄東ハイツ

友　寄

屋宜原団地

上田原

小　城

仲　座

安　里

後　原

新　城
具志頭改善
センター

午前 9時 00分 ～　9時 30分

 〃 9時 40分 ～ 10 時 40 分

 〃 10 時 50 分 ～ 11 時 30 分

午後 1時 00分 ～　2時 00分

 〃 2時 10分 ～　2時 40分

午前 9時 00分 ～  9 時 30 分

 〃  9 時 40 分 ～ 10 時 30 分

 〃 10 時 50 分 ～ 11 時 40 分

午後1時 00分 ～  1 時 50 分

 〃  2 時 10 分 ～  2 時 40 分

午前 9時 00分 ～ 9 時 30 分

 〃　9時 40分 ～ 10 時 10 分

 〃 10 時 20 分 ～ 10 時 50 分

 〃 11 時 00 分 ～ 12 時 00 分

午後1時 30分 ～  2 時 00 分

 〃　2時 20分 ～   2 時 50 分　

 〃  3 時 00 分 ～   3 時 30 分

午前 9時 00分 ～ 10 時 00 分

 〃 10 時 20 分 ～ 10 時 50 分

 〃 11 時 00 分 ～ 11 時 40 分

午後 1時 00分 ～  1 時 40 分

 〃　1時 50分 ～  2 時 20 分

 〃　2時 30分 ～   3 時 00 分

午前 9時 00分 ～ 10 時 00 分

 〃 10 時 10 分 ～ 10 時 30 分

 〃 10 時 50 分 ～ 11 時 50 分

午後 1時 20分 ～   2 時 10 分

 〃  1 時 20 分 ～   3 時 20 分

※各字、自治会にて予防注射をできな
かった場合は、町保健センターにて実
施致します。

※ 料 金 表
狂犬病予防注射
（注射済票交付手数料）

料　金 備　考 料　金 備　考
2,450 円
550 円

（毎年１回実施） 犬の登録
登録鑑札の再交付

3,000 円
1,600 円

（生涯に１度登録）

※狂犬病予防注射のお知らせ（通知ハガキ）のある方は、必ず持参ください。
※犬が死亡したときや飼い主が変わったときなどは町役場に届け出てください。 TEL：998-8203　環境衛生係まで

2012.4 23 2012.4



海勢頭あけるさん
　　（字東風平）

金城清一さん
　（字東風平）

武田光史さん
（字安里）

　芸
術
文
化
活
動
や
舞
台
芸
能
で
優
れ
た
功
績

を
残
し
た
個
人
・
団
体
を
顕
彰
す
る
２
０
１
１

年
度
（
第
46
回
）
沖
縄
タ
イ
ム
ス
芸
術
選
賞
に

八
重
瀬
町
か
ら
大
賞
２
人
、
奨
励
賞
３
人
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
琉
球
古
典
芸
能
な
ど
各
分
野
で

活
躍
す
る
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

タイムス芸術選賞受賞タイムス芸術選賞受賞

奨
励
賞

琉
球
古
典
舞
踊

琉
球
古
典
音
楽
（
三
線
）

洋
楽
・
邦
楽
（
ピ
ア
ノ
）

洋
楽
・
邦
楽
（
ピ
ア
ノ
）

　昭
和
45
年
に
初
代
宮
城
能
造
に
入
門
。
伝
統
組
踊

保
存
会
で
は
、
数
少
な
い
男
性
舞
踊
家
と
し
て
女
形

に
起
用
。
平
成
20
年
に
組
踊
保
持
者
に
認
定
。

　40
歳
か
ら
歌
三
線
を
始
め
る
。
八
重
瀬
町
内
の
中

学
校
や
公
民
館
の
サ
ー
ク
ル
で
始
動
に
あ
た
る
な

ど
、
地
元
の
芸
能
文
化
振
興
に
も
尽
力
す
る
。

　東
京
大
学
、
県
立
大
学
大
学
院
卒
。
平
成
13
年
4
月
、
同
大
非
常
勤

伴
奏
者
を
務
め
る
。
平
成
22
年
に
初
リ
サ
イ
タ
ル
を
成
功
さ
せ
、
翌
年

に
は
２
回
目
を
開
催
。
安
定
感
の
あ
る
演
奏
に
定
評
が
あ
り
、
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　沖縄県の文学活動を奨励することを目的とした 「第７回おきなわ文学賞 （主催 ：沖縄

県文化振興会）」 において、 本村隆信さんが （字屋宜原） 短歌の部で二席の公益財

団法人沖縄県文化振興会理事長賞を受賞しました。 本村さんは 「今回の受賞は、ゴー

ルではなく新たなるスタート。 これからも精進して取り組んでいきたいです」 と決意を新

たにしました。

たっぷりの堆肥を入れて打つ畑に甘蔗の芽の萌ゆ生き生きと萌ゆ
ゆらゆらと甘蔗穂の揺るる音のして豊けき畑に秋日の風吹く
村里は一望千里甘蔗の花明りを灯し冬深みゆく
冬の陽を総身に浴びて豊熟の甘蔗を刈る手に力湧きくる
製糖の黒煙立つるあしたより新糖の香り島にこもれり

おきなわ文学賞受賞

きび

きび

きび

きび

【
短
歌
】

　受賞の連絡を受けた

ときは、びっくりしまし

た。大賞受賞は先輩や

家族のおかげ。今後も

気を引き締めて地域の

文化振興に取り組んで

いきます。

　今回の受賞は、身

が引き締まる思い、

周囲の皆様のおか

げです。今後も、ピ

アノと三線のコラボ

演奏など、ジャンル

を超えた活動に挑

戦し、レパートリーを

増やしていき音楽活

動に精進します。

上原幸子さん
（字友寄）

琉
球
古
典
音
楽
（
箏
曲
）

琉
球
古
典
音
楽
（
箏
曲
）

　平
成
3
年
最
高
賞
受
賞
。
平
成
13
年
琉
球
箏
曲
保
存
会
師
範
免
許
取

得
。
平
成
23
年
県
指
定
無
形
文
化
財
伝
統
音
楽
箏
曲
伝
承
者
。
同
会
の

活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
、
地
謡
活
動
な
ど
は
会
員
の
模
範
と
な
っ
て

い
る
。

　受賞の報告を受け

た時は、嬉しさとこ

れまで以上に頑張ら

ないとという気持ち

になりました。今後

は、賞に恥じないよ

う精進し、後輩の育

成などに努めていき

たいです。

神谷清一さん
（字志多伯）

琉
球
古
典
音
楽
（
三
線
）

琉
球
古
典
音
楽
（
三
線
）

　平
成
7
年
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
。
沖
縄
芸
能
協
会
の
新
春
公
演
を
は
じ

め
多
く
の
舞
台
で
地
謡
、
器
楽
合
奏
な
ど
に
活
躍
。
野
村
流
古
典
音
楽

保
存
会
南
部
支
部
の
副
部
長
を
努
め
、
指
導
者
と
し
て
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。
県
指
定
無
形
文
化
財
伝
統
音
楽
野
村
流
伝
承
者
。

　20歳からはじめて

いるが、今も学ぶこ

とが多い芸道。今後

も地道に芸能活動

を続け、地域に伝統

芸能の良さを伝えた

いです。

　嬉しく光栄に思いま

す。賞の重みを胸に刻

み、地域の芸能活動、

後継者の指導・育成に

励みます。また、行政の

芸能活動への理解にも

感謝します。

大 
賞

大 
賞

まちの
話題

　東風平小学校（石川宏校長）４年生が２
月２３日、親子で黒糖づくりに挑戦しまし
た。児童らは、圧搾機を使って各自で持ち
寄ったさとうきびの搾り汁を採取し、慣れ
ない手つきで搾り汁を煮詰め、昔ながらの
製法で黒糖を完成させました。
　具志堅加奈さんは「さとうきびをかじっ
たら甘くて、お菓子よりおいしかった」と
笑顔を見せました。

東風平小で黒糖づくり

　やえせ北保育園（社会福祉法人やえせ福祉会）では、
昨年１１月に字仲座の畑に園児らでジャガイモの植え
付けを行いました。３月３日、収穫時期のじゃがいも
掘りを行いました。園児らは保護者の手を借りながら、
用意した袋いっぱいにジャガイモを詰め共同作業を楽
しみました。
　初めて参加し、配れるほど掘ったというあかみねお
うせくんの親子は「子どもの行動に新しい発見があり、
楽しく掘ることできました。料理を手伝うようになっ
たので、一緒に皮むきを楽しみたいです」と話してい
ました。

じゃがいも掘りに奮闘

　２月１６日、みどりが丘保育園（社会福祉法人富士福祉会）
では、地域とのふれあいや交流を目的に保育参観を行いました。
やえせ桜まつりで使用する門や同保育園へスノコを再利用した
ベンチ作成し寄贈するなど、ものづくりで地域のボランティア
活動に尽力している浦崎一郎さん（字東風平）が育てているポ
ニー小屋を見学しました。前日から楽しみにしていた園児らは、
保護者と一緒にニンジンのエサあげや乗馬などを体験し、生き
物を大切にすることなどを学びました。謝花和慶園長は「園児
の散歩コースで学びの場として利用しており、毎回、快く受け
入れてくれて助かります」と感謝していました。

希望胸に旅立つ

第７回八重瀬町公民館まつり

東風平幼稚園新園舎完成

　「趣味を生かし心のやすらぎを求めるサーク
ル活動」をテーマに第７回八重瀬町公民館まつ
りが３月３、４日の両日、中央公民館で開かれ
ました。展示と舞台発表にサークルが日ごろの
成果を披露しました。和紙ちぎり絵や和の小物、
木端でアート、茶道体験など、１年間で仕上げ
たこだわりの作品が展示され、舞台では三線、
民踊、ヒップホップダンスなどが披露され、会
場を盛り上げました。

どうぶつとふれあい心育む

　３月は、卒業の季節。県
内公立高校を皮切りに町内
でも各学校で卒業式が開か
れました。中学校では３月
１０日、卒業式が開かれ３
５４人【具志頭＝１１１人、
東風平＝２４３人】が夢や
希望に胸を膨らませ、周囲
の人に感謝しながら、晴れ
やかな表情で卒業証書を受
け取りました。また、卒業
生の門出を祝おうと、家族
や多くの関係者が駆けつけ
ました。
　学び舎を巣立つ卒業生
は、自ら選んだ道を進んで
いきます。

　国道５０７号道路事業による移転
立ち退きのため、八重瀬町保健セン
ター隣に建設していた東風平幼稚園
（石川宏園長）の園舎が無事竣工し
ました。３月７日には、同園舎の落
成式が行われ園児や職員など関係者
らが完成を祝いました。
　比屋根方次町長は「幼稚園教育は
義務教育前の最も大切な時期に当た
り、その教育が十分に行える施設が
完成したことは大きな喜びです」と
式辞を述べました。また、石川園長
からは「この園舎で時代を担う子ど
もたちは遊びをとおしていろいろな
ことを学び育ちます。新園舎建築に
伴う関係者の皆さまに感謝申し上げ
ます。」と謝辞がありました。 【2月 29 日旧園舎でお別れ会も】



は
じ
め
に
　
　
　

八
重
瀬
町
議
会
3
月
定
例
会
の
開
会

に
あ
た
り
、
平
成
24
年
度
町
政
運
営
に
つ

い
て
の
方
針
を
申
し
述
べ
て
議
員
各
位
を

は
じ
め
、
町
民
皆
様
の
よ
り
一層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う

未
曽
有
の
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
国
内
を

大
き
く
揺
る
が
し
ま
し
た
。一
方
県
内
に

お
い
て
は
、
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大

会
が
開
催
さ
れ
、
我
が
八
重
瀬
町
に
お
き

ま
し
て
も
町
出
身
者
を
お
招
き
し
、
歓
迎

式
を
大
成
功
裡
に
催
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
各
位
の
御
協

力
の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

一
方
で
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
普

天
間
基
地
の
返
還
問
題
は
依
然
と
し
て
不

透
明
な
状
態
で
今
後
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
、
現
行
の
「
沖
縄
振

興
特
別
措
置
法
」
に
替
わ
る
新
た
な
沖
縄

振
興
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
重
要
な
年
度
と

な
っ
て
お
り
、
沖
縄
県
の
要
望
に
応
え
前

年
度
を
上
回
る
総
額
2
，
9
3
7
億
円

の
予
算
が
確
保
さ
れ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

沖
縄
振
興
の
た
め
の
新
た
な一括
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
沖
縄
振
興
に
資
す
る
事
業

を
県
が
自
主
的
な
選
択
に
基
づ
い
て
実

施
で
き
る
制
度
と
し
て
1
，
5
7
5
億
円

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
八
重
瀬
町
へ
の
配

分
額
と
し
て
5
億
6
千
万
円
が
交
付
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
国
に
お
い

て
交
付
要
綱
が
未
だ
策
定
さ
れ
て
な
く
、

当
初
予
算
に
全
額
計
上
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
交
付
要
綱
が
策
定
さ
れ
次
第
速
や
か

に
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
わ
が
国
の
経
済
は
、

依
然
と
し
て
円
高
が
進
む
な
か
、
経
済
危

機
対
策
・
地
域
活
性
化
対
策
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
が
、
本
格
的
な
経
済
回
復

の
軌
道
に
乗
っ
て
お
ら
ず
、
未
だ
に
低
迷

を
続
け
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今
後
と
も

引
き
続
き
経
済
対
策
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

特
に
沖
縄
県
の
最
大
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
雇
用
・
所
得
の
水
準
は
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
取
り
組
み・

強
化
な
ど
対
策
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。本

町
に
お
け
る
雇
用
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
沖
縄
県
重
点
分
野
雇
用
創
出
事

業
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、『
八
重
瀬
町

観
光
振
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
』
に
よ

り
雇
用
の
創
出
と
観
光
振
興
に
取
り
組

む
と
と
も
に
区
画
整
理
事
業
な
ど
に
よ
る

公
共
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
は
、「
八
重
瀬
町
」
の
町
制
施

行
か
ら
、
7
年
目
を
迎
え
「
大
地
の
活
力

と
う
ま
ん
ち
ゅ
の
魂
が
創
り
出
す
自
然
共

生
の
清
ら
ま
ち
」
の
将
来
像
の
も
と
新
し

い
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
な
お
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。「
ま
ち
づ
く
り
」
推
進
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
基
本
方
針
及

び
実
施
計
画
の
施
策
を
掲
げ
実
現
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

と
な
っ
て
お
り
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

歳
入
面
で
は
、
自
主
財
源
が
乏
し
く
、

地
方
交
付
税
・
補
助
金
等
に
依
存
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
本
町
の
依
存
型
財
政
構

造
で
は
、
町
税
等
自
主
財
源
の
確
保
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
本
町
の
厳

し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
作
成

し
た
財
政
計
画
に
よ
る
計
画
的
な
事
業

を
実
施
し
な
が
ら
無
駄
を
省
き
行
政
経

費
の
削
減
に
努
め
、
か
つ
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
行
財
政
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、
総

合
的
な
行
政
の
観
点
に
立
ち
、
各
課
の
連

携
や
協
力
体
制
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
固

に
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
政
策
形
成
能

力
や
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
た
研
修

を
昨
年
度
同
様
積
極
的
に
実
施
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
合
併
7
年
目
を
迎
え
、
職
員
と

町
民
と
の
融
和
を
図
り
、互
い
に
連
携
し
、

住
民
の
英
知
と
協
力
を
頂
き
な
が
ら
足

腰
の
強
い
行
財
政
基
盤
の
確
立
を
実
現

し
、さ
ら
に
安
全・安
心
な
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
社
会
・
経
済
状
況

で
あ
り
ま
す
が
、
本
町
の
平
成
24
年
度
の

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
町
の
更
な
る

発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
創
意

を
凝
ら
し
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
職
員
の
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

予
算
編
成
に
つ
い
て

わ
が
国
経
済
は
長
引
く
経
済
不
況
、

昨
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
深
刻
な
打
撃
を
受
け
、
さ
ら
に
急

速
な
円
高
・
デ
フ
レ
が
進
む
中
、
地
域
活

性
化
事
業
等
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
に
低
迷
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
今
後
も
経
済
対
策
を
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

平
成
22
年
度
普
通
会
計
決
算
に
お
い

て
、
経
常
収
支
比
率
は
86
．
5
％
（
対
前

年
度
比
△
3.7
％
）、公
債
比
率
14
．0
％（
対

前
年
度
比
△
0.6
％
）、
実
質
公
債
費
比
率

12
．
2
％
（
対
前
年
度
比
△
0.2
％
）
で
前

年
度
に
比
べ
幾
分
好
転
し
て
い
る
も
の
の

依
然
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。地

方
債
残
高
は
平
成
22
年
度
末
で

1
4
8
億
1
千
16
万
8
千
円
、
対
前
年

度
比
6
千
4
百
89
万
5
千
円
（
0.4
％
増
）

と
な
っ
て
お
り
、
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
り

将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に
も
、
地

方
債
発
行
は
抑
制
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
本
町
の
基
金
残
高
は
平
成
22

年
度
末
で
14
億
9
千
2
百
46
万
3
千
円

で
あ
り
脆
弱
な
財
政
基
盤
と
な
っ
て
い
ま

す
。本

町
の
本
年
度
主
要
事
業
と
し
て
は
、

継
続
事
業
で
あ
る
伊
覇
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
、
公
園
整
備
事
業
、
特
別
保

育
事
業
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
等

が
あ
り
、
さ
ら
に
新
規
事
業
と
し
て
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
、
八
重
瀬

分
屯
地
周
辺
障
害
防
止
対
策
事
業
、
観

光
振
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
等
に
よ
り

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
地
域
活
性

化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
企
業
進
出
や
住
宅

等
の
増
加
に
よ
り
固
定
資
産
税
等
で
伸

び
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
経
済
不
況
の
煽
り

を
受
け
、
個
人
住
民
税
の
所
得
割
で
は

伸
び
が
低
迷
し
て
お
り
ま
す
。
総
体
的
に

は
緩
や
か
な
増
収
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
自
主
財
源
の
確
保
に
は
、

強
力
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
に
よ
り
福
祉
や
医
療
関
係
で
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
経
常
経

費
の
削
減
を
推
進
し
、
各
費
目
と
も
必
要

性
、
緊
急
性
を
優
先
す
る
と
と
も
に
、
投

資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
投
資
効
果
、
優

先
度
の
高
い
事
業
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
24
年
度
は
現
行
の
『
沖
縄
振

興
特
別
措
置
法
』
に
替
わ
る
新
た
な
沖
縄

振
興
の
ス
タ
ー
ト
の
初
年
度
に
あ
た
り
、

『
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
』
の
有
効
活
用

が
実
施
で
き
る
よ
う
県
と
の
調
整
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
主
な
施
策
は
、
次
の
と

お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

1
．
産
業
の
振
興
に
よ
る
魅
力

と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

町
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
農
漁

業
及
び
産
業
の
振
興
は
重
要
な
施
策
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
亜
熱
帯
性
気
候
等

を
い
か
し
た
食
の
安
全
安
心
な
農
産
物
の

栽
培
技
術
を
生
か
し
た
産
地
を
形
成
し
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
生
産
供
給
体
制

の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

地
産
地
消
の
促
進
を
担
う
6
次
産
業
化

の
推
進
を
図
り
ま
す
。
経
済
的
損
失
が

大
と
見
込
ま
れ
る
T
P
P
の
導
入
に
関

し
て
は
、
原
則
反
対
で
あ
り
、
今
後
の
動

向
を
見
極
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
農
業
の
振
興　
　
　
　
　

気
象
条
件
や
病
害
虫
に
左
右
さ
れ
る

農
業
生
産
で
す
が
、
防
風
防
虫
対
策
等

を
講
じ
、
足
腰
の
強
い
農
業
振
興
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
拠
点
産
地
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
作
物
①
具
志
頭
か

ん
し
ょ
、
②
具
志
頭
小
ギ
ク
、
③
具
志
頭

ピ
ー
マ
ン
、
④
オ
ク
ラ
、
⑤
サ
ヤ
イ
ン
ゲ

ン
、
⑥
マ
ン
ゴ
ー
に
つ
い
て
は
各
産
地
協

議
会
に
お
い
て
J
A
、
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
と
共
に
更
な
る
産
地
の
育
成
を

推
進
し
農
業
所
得
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

3
月
末
に
ピ
ー
マ
ン
選
果
場
の
整
備
に

よ
り
ピ
ー
マ
ン
農
家
の
生
産
意
欲
も
向
上

し
、
沖
縄
一の
ピ
ー
マ
ン
産
地
と
し
て
の

確
立
が
図
ら
れ
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま

す
。
最
近
、
ぐ
し
ち
ゃ
ん
い
い
菜
（
カ
ン

ダ
バ
ー
）
が
夏
場
の
健
康
野
菜
と
し
て
学

校
給
食
及
び一般
家
庭
で
も
食
さ
れ
、
生

産
が
追
い
つ
か
な
い
時
期
も
あ
る
ほ
ど
で

今
後
も
紅
イ
モ
と一
体
と
な
っ
た
品
種
と

し
て
奨
励
し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
つ
い

て
は
、
年
々
作
付
け
面
積
及
び
生
産
量
が

減
少
し
て
い
る
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

高
齢
者
で
も
生
産
で
き
る
無
脱
葉
出
荷
と

機
械
一環
化
体
制
を
確
立
し
、
優
良
種
苗

の
導
入
、
病
害
虫
対
策
、
土
作
り
等
を
推

進
し
ま
す
。『
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の

促
進
に
関
す
る
基
本
構
想
』
に
基
づ
き
認

定
農
業
者
に
認
定
さ
れ
た
農
家
に
対
し
、

農
地
の
集
積
に
よ
る
規
模
拡
大
、
農
業
用

機
械
、
施
設
に
対
す
る
補
助
や
融
資
、
経

営
及
び
技
術
指
導
等
、
J
A
、
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
必
要
な
支
援
措

置
を
講
じ
ま
す
。

○
農
業
基
盤
及
び
農
村
環
境
の
整
備　

　
農
業
基
盤
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
も
県
と
連
携
し
て
本
年
度
完
了
予

定
の
県
営
慶
座
地
区
の
圃
場
整
備
事
業

及
び
畑
地
か
ん
が
い
事
業
、
ま
た
継
続
し

て
県
営
の
圃
場
整
備
済
地
区
の
排
水
路

整
備
、
圃
場
面
の
勾
配
修
正
、
耕
土
流
出

防
止
等
な
ど
土
地
基
盤
整
備
事
業
を
行

い
、
農
業
生
産
性
の
向
上
、
効
率
的
、
安

定
的
な
農
業
経
営
の
確
立
の
促
進
を
図

り
ま
す
。

維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

も
『
農
地
、
水
、
環
境
保
全
向
上
対
策
支

援
交
付
金
』
を
活
用
し
て
、
土
地
改
良
区

内
の
施
設
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

農
村
環
境
の
整
備
は
、
引
き
続
き
『
村

づ
く
り
交
付
金
事
業
』
を
実
施
し
、
農
村

生
活
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

○
水
産
業
の
振
興　
　
　
　
　

水
産
業
は
、
沿
岸
漁
業
が
主
体
の
零

細
経
営
体
が
大
半
を
占
め
、
異
常
気
象

等
に
よ
る
漁
場
資
源
の
減
少
、
魚
価
格
の

低
迷
等
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
多

様
な
漁
業
活
動
に
対
応
し
た
組
織
活
動

の
活
性
化
等
を
通
し
、
漁
業
組
合
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
漁
家
の
収
入
増
大
や
魅
力
あ

る
漁
業
環
境
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

○
商
工
・
観
光
の
振
興　
　
　

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
企

業
誘
致
を
積
極
的
に
推
進
し
、
雇
用
拡

大
を
図
る
と
共
に
町
民
所
得
の
向
上
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
八
重
瀬
カ

ラ
フ
ル
ベ
ジ
タ
ブ
ル
事
業
の
継
続
、
地
産

地
消
を
推
進
し
、
農
業
・
商
工
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
連
携
に
よ
り
、
町
内
で
生
産
さ
れ

た
産
物
及
び
加
工
製
品
を
町
内
外
へ
広
く

P
R
を
行
い
、
販
売
開
拓
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
2
月
に

設
立
さ
れ
た
沖
縄
南
部
広
域
観
光
協
会

の
3
市
3
町
が
連
携
を
取
り
、
観
光
振

興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
に
よ
り
地
域
の

資
源
・
文
化
や
伝
統
芸
能
を
活
用
し
た

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
行
い
、
滞
在
型

観
光
、
教
育
旅
行
の
誘
致
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

2
．
調
和
の
取
れ
た
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り

○
道
路
の
整
備　
　
　
　
　
　

道
路
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内

の
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
5
0
7
号
、

3
3
1
号
の
整
備
も
着
々
と
進
ん
で
お

り
、
地
域
活
性
の
た
め
に
早
期
完
成
を
促

進
し
、
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
県
道
77
号
線
は
、
東
風
平
庁
舎
近

く
ま
で
整
備
さ
れ
、
引
き
続
き
志
多
伯
区

交
差
点
近
く
ま
で
、
整
備
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
東
風
平
交
差
点
か
ら
屋
宜

原
団
地
ま
で
の
整
備
も
早
期
実
現
に
向
け

て
県
に
要
請
を
し
て
お
り
ま
す
。
県
道
52

号
線
、
1
3
1
号
線
の
道
路
整
備
に
つ
い

て
は
、
県
と
調
整
し
な
が
ら
早
期
整
備
に

向
け
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
道
に
つ
い
て
は
、
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
で
4
路
線
の
整
備
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
事
業
に
よ
り
維
持
改
修

工
事
・
橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
実

施
し
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保

に
努
め
ま
す
。
ま
た
本
年
度
事
業
採
択
に

向
け
て
6
路
線
を
計
画
し
、
地
域
住
民
の

交
通
安
全
の
確
保
と
利
便
性
を
高
め
る

生
活
道
路
の
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

○
景
観
計
画
の
推
進　
　
　
　
　
　

本
町
の
「
景
観
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
は
、
市
街
地
と
し
て
の
顔
と
穏
や
か
な

集
落
空
間
が
共
に
魅
力
あ
る
地
域
と
し

て
、
生
活
環
境
と
自
然
環
境
の
調
和
が
取

れ
た
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
た
め
、
景
観
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
各

地
域
に
息
づ
く
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文

化
資
源
等
が
息
づ
く
本
町
『
ら
し
さ
』
を

活
か
し
た
魅
力
あ
る
良
好
な
景
観
形
成

に
取
り
組
む
た
め
、
景
観
法
に
基
づ
く
景

観
行
政
団
体
へ
移
行
し
、
景
観
計
画
の
策

定
を
進
め
ま
す
。

○
河
川
及
び
排
水
整
備　
　
　
　

報
得
川
は
、
国
道
5
0
7
号
の
ヘ
ン

サ
橋
を
分
岐
点
に
、
上
流
側
は
町
管
理
、

下
流
側
は
県
管
理
の
2
級
河
川
で
あ
り

ま
す
。
町
管
理
の
上
流
側
は
平
成
22
年

度
事
業
で
整
備
が
完
了
し
て
お
り
ま
す

が
、
県
管
理
の
下
流
側
に
つ
い
て
は
、
大

雨
の
度
に
河
川
が
氾
濫
し
、
そ
の
影
響
で

周
辺
の
住
宅
地
や
農
地
に
被
害
を
与
え

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
早
期
整
備
に

平成２４年度施政方針平成２４年度施政方針
　３月８日、町議会定例会が開会し、比
屋根方次町長が平成２４年度の町政に対
する基本方針と主要施策を発表しました。

八重瀬町長　比屋根　方次

2012.4 67 2012.4



つ
い
て
現
在
県
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
県
の
方
で
は
整
備
が
行
わ
れ
る
当
分

の
間
は
、
水
の
流
れ
の
障
害
と
な
っ
て
い

る
堆
積
物
の
除
去
を
行
い
、
氾
濫
の
抑
制

に
努
め
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

八
重
瀬
分
屯
地
周
辺
障
害
防
止
対
策

事
業
の
大
名
排
水
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
前
年
度
で
設
計
業
務
が
完
了
し
、
本

年
度
は
用
地
買
収
を
行
い
、
次
年
度
以

降
工
事
を
実
施
し
て
い
く
事
に
し
て
お
り

ま
す
。

○
上
下
水
道
の
整
備　
　
　
　
　

上
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

南
部
水
道
企
業
団
と
連
携
し
、
町
民
に

安
全
・
安
心
な
水
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。下

水
道
事
業
は
、
2
地
区
で
供
用
開

始
後
、
現
在
順
調
に
接
続
率
を
伸
ば
し
て

お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
地
域
住
民
へ
の

啓
発
活
動
の
促
進
を
図
り
、
接
続
率
向

上
に
努
め
ま
す
。
町
の
下
水
道
事
業
計
画

は
策
定
済
み
の
基
本
構
想
を
基
に
計
画

し
、
効
率
的
で
実
情
に
沿
っ
た
事
業
計
画

を
行
い
、
住
民
の
快
適
な
住
環
境
の
整
備

と
と
も
に
、
海
や
河
川
等
の
水
質
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

○
都
市
公
園
の
整
備　
　
　
　
　

都
市
公
園
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
東

風
平
運
動
公
園
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
北
側
の

多
目
的
広
場
の
整
備
、
西
部
プ
ラ
ザ
公

園
は
字
志
多
伯
側
の
遊
歩
道
・
広
場
等
の

整
備
及
び
文
化
財
調
査
報
告
業
務
・
磁

気
探
査
、
長
田
門
原
公
園
は
遊
歩
道
等

の
整
備
、
磁
気
探
査
な
ど
を
実
施
し
、
良

好
な
都
市
空
間
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

○
防
災
計
画　
　
　
　
　
　
　
　

災
害
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
、
町
防
災

計
画
を
総
合
的
に
見
直
す
と
共
に
高
潮
、

津
波
、
地
震
の
速
報
及
び
迅
速
な
情
報

伝
達
の
手
段
と
し
て
通
信
施
設
（
防
災
無

線
）
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災

意
識
向
上
を
図
る
た
め
防
災
教
育
、
防

災
訓
練
の
推
進
を
強
化
し
ま
す
。

○
交
通
安
全
・
防
犯
対
策　
　
　
　

交
通
安
全
や
防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
防
犯
灯
な
ど
の
点

検
・
整
備
を
行
い
、
交
通
安
全
教
育
や
飲

酒
運
転
撲
滅
運
動
、
交
通
モ
ラ
ル
向
上
の

活
動
等
の
実
施
・
啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
犯
罪
の
な
い「
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
、
防
犯
活
動
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
て
防
犯
灯
の

設
置
、
防
犯
意
識
の
啓
発
向
上
に
努
め
ま

す
。

○
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進　
　

伊
覇
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
業
の
早
期
完
了
を
目
指
し
、
幹

線
・
区
画
道
路
、
宅
地
造
成
、
物
件
補
償

な
ど
を
引
き
続
き
推
進
し
、
地
権
者
の
早

期
土
地
利
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
屋
宜
原
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
引
き
続
き
保
留
地
の
処
分
を
行
う
と

と
も
に
本
換
地
に
向
け
、地
区
内
の
字
界・

字
名
・
地
番
等
の
整
理
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

富
盛
田
園
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
早

期
事
業
完
了
に
向
け
て
引
き
続
き
保
留

地
の
処
分
、
清
算
及
び
小
字
界
・
地
番

の
整
理
を
行
う
業
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。3

．
人
と
自
然
が
共
生
す
る
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

○
生
活
環
境
の
保
全　
　
　
　
　

地
球
温
暖
化
等
の
影
響
が
深
刻
化
を

増
し
、
台
風
や
集
中
豪
雨
及
び
地
球
の

周
期
的
な
活
動
に
よ
る
災
害
等
私
た
ち

の
生
活
環
境
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
変

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
生
活
環
境
を
引
き
継

い
で
い
く
た
め

に
私
た
ち一
人
ひ
と
り
が
出
来
る
こ
と

か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。生

活
環
境
保
全
の
た
め
に
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

（
C
O
2
）
排
出
量
の
削
減
及
び
リ
サ
イ

ク
ル
に
よ
る
資
源
の
再
利
用
を
推
進
す
る

循
環
型
社
会
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

一般
家
庭
、
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る

ゴ
ミ
は
、
島
尻
消
防
清
掃
組
合
の
島
尻

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
適
正
な
分
別
、

保
管
、
収
集
、
再
生
の
処
理
を
お
こ
な
う

と
と
も
に
八
重
瀬
町
一般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
町
、
事
業
所
、
住
民

の
役
割
を
確
実
に
行
う
た
め
の
啓
発
活

動
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、
各
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
、

及
び
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
推
進
し
、
減
量
化

に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
に
努

め
、
堆
肥
化
し
た
ゴ
ミ
を
畑
等
に
還
元
す

る
こ
と
に
よ
り
循
環
型
社
会
の
形
成
を
図

り
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
つ
き
ま

し
て
は
、
サ
ザ
ン
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
推

進
協
議
会
構
成
6
市
町
で
建
設
に
向
け
、

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
し

尿
や
浄
化
槽
汚
泥
に
つ
い
て
は
、
島
尻
消

防
清
掃
組
合
の
清
澄
苑
し
尿
処
理
施
設

で
処
理
し
て
い
き
ま
す
。
清
澄
苑
し
尿
処

理
施
設
は
平
成
25
年
度
の
機
関
改
良
に

向
け
て
今
年
度
は
、
工
事
実
施
計
画
書
の

策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
、
散
乱
ゴ
ミ
の
監
視
活
動
を

行
い
、
悪
質
な
不
法
投
棄
の
改
善
対
策
を

図
る
と
と
も
に
河
川
の
水
質
浄
化
、
事
業

所
か
ら
排
出
さ
れ
る
悪
臭
等
の
公
害
防

止
、狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施
率
の
向
上
、

ボ
ー
フ
ラ
駆
除
の
対
策
を
行
い
、
生
活
環

境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

墓
地
対
策
に
つ
い
て
は
、
墓
地
埋
葬
に

関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
都

道
府
県
が
行
っ
て
い
た
許
認
可
事
務
が
市

町
村
へ
移
譲
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
八
重
瀬
町
墓
地
基
本
計
画
に
基
づ
き

条
例
等
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
斎

場
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南
部
広
域
圏

斎
場
建
設
構
成
委
員
会
6
市
町
で
建
設

に
向
け
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

4
．
結
い
の
心
で
支
え
合
う
ふ

れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

○
福
祉
事
業
の
推
進

急
速
な
少
子
化
が
進
む
な
か
、
多
様

化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に

も
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
・
児
童
委

員
、
赤
十
字
奉
仕
団
等
各
機
関
と
連
携

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

近
年
、
地
域
間
の
連
帯
感
が
希
薄
化

す
る
な
か
、一
人
ひ
と
り
が
連
携
し
、
福

祉
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
「
結
い

の
心
で
支
え
あ
う
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く

り
」を
目
指
し
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
、

福
祉
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
も
次
世
代
育
成
事
業
・
高
齢

者
自
立
支
援
・
障
害
者
自
立
支
援
・
自
殺

対
策
緊
急
強
化
事
業
を
始
め
、
災
害
時

要
援
護
者
台
帳
整
備
に
よ
り
、
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
実
施
し
、
町
民
福

祉
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
策
を
展
開
し
、

健
康
で
生
き
が
い
の
持
て
る
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
福
祉
の
町
づ
く
り
に
努
力
い
た
し

ま
す
。

○
老
人
福
祉
の
推
進　
　
　
　
　

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
・

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
町
づ

く
り
を
推
進
し
、
施
設
・
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
多
様
化
す

る
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
健

康
と
生
き
が
い
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

介
護
保
険
関
連
に
つ
い
て
は
、
地
域
支

援
事
業
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
介
護
予
防
・

包
括
的
支
援
事
業
を
的
確
に
実
施
し
、

生
き
が
い
・
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業
等
を
充

実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
に
陥

ら
な
い
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
に
生
き
が
い
を
持
っ
て

も
ら
い
、
高
齢
者
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
を
捧
げ
、
更
な
る
長
寿
の
た
め
、
引
き

続
き
80
歳
以
上
の
高
齢
者
に
敬
老
激
励

金
を
支
給
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
敬
老
会

の
開
催
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
方
々
に

敬
老
の
意
を
表
し
、
長
寿
を
祝
う
行
事
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
意
向
を
尊
重
し
、
開
催
し
ま
す
。　
　

ま
た
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
い
き
い
き
活

動
支
援
通
所
・
配
食
サ
ー
ビ
ス
・
訪
問
型

介
護
予
防
事
業
・
介
護
用
品
支
給
事
業
・

民
間
事
業
所
送
迎
バ
ス
活
用
モ
デ
ル
事

業
等
に
よ
り
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
障
が
い
者
福
祉
の
推
進　
　
　
　

障
が
い
の
あ
る
方
、
な
い
方
が
共
に
生

活
し
活
動
す
る
社
会
を
目
指
し
、
自
ら
歩

む
自
立
へ
の
み
ち
、
地
域
で
つ
な
ぐ
「
ふ

れ
あ
い
の
町
」
を
目
指
し
て
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
関
係
機
関

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

周
知
と
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。　
　

特
に
、
障
が
い
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
（
居
宅
介
護
・
行
動
援
助
・
生
活
介

護・施
設
入
所
支
援・就
労
継
続
支
援
等
）、

そ
し
て
地
域
生
活
支
援
事
業（
相
談
支
援・

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
・
日
常
生
活
給

付
・
移
動
支
援
事
業
等
）
を
充
実
さ
せ
、

地
域
に
お
け
る
生
活
を
支
え
る
様
々
な
事

業
の
推
進
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費

助
成
事
業
、
補
装
具
給
付
事
業
・
自
立

支
援
医
療
給
付
事
業
を
実
施
し
、
今
後

も
地
域
社
会
の一人
と
し
て
共
に
暮
ら
し
、

支
え
あ
う
町
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

○
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て　
　
　

高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
介
護
給
付

費
の
増
大
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
給
付
の
適
正
化
を
図
る
必
要
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
介
護
予
防
に
重
点
を
置
い

た
地
域
支
援
事
業
を
活
用
し
、
介
護
予

防
事
業
の
実
施
や
専
門
職
員
を
配
置
し

た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
総
合
相

談
や
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
支

援
に
よ
り
、
元
気
な
高
齢
者
が
要
支
援

や
要
介
護
状
態
に
陥
る
こ
と
を
予
防
す
る

取
り
組
み
を
今
後
と
も
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

○
児
童
福
祉
行
政
の
推
進　
　
　
　

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
本
県

に
お
い
て
は
人
口
増
加
に
転
じ
、
他
県
か

ら
の
転
入
も
大
幅
に
ふ
え
て
お
り
ま
す
。

本
町
も
増
加
の一
途
に
あ
り
そ
の
要
因
で

あ
る
屋
宜
原
・
伊
覇
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

に
伴
い
、他
市
町
村
か
ら
の
転
入
も
多
く
、

特
に
働
き
盛
り
の
若
い
世
代
の
流
入
と
と

も
に
出
生
率
も
高
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
中
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の

が
住
環
境
と
共
に
教
育
・
福
祉
施
策
の

充
実
で
あ
り
ま
す
。
町
民
が
安
心
し
て
生

活
し
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
整
備

に
尽
力
し
、
時
代
を
担
う
子
供
達
の
成
長

を
促
す
と
と
も
に
働
く
お
父
さ
ん
・
お
母

さ
ん
方
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
ニ
ー
ズ
の
高
い
保
育
行

政
に
お
い
て
は
、
急
激
に
増
え
た
待
機
児

童
の
対
処
策
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
法
人
保
育
所

の
増
改
築
等
で
90
人
の
定
員
枠
拡
大
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
解
消
に
は
い
た
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
も
35
人
の
定
員

拡
大
と
と
も
に
引
き
続
き
認
可
保
育
所

（
園
）
の
増
や
分
園
等
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
中
に
お
い
て
無
認
可
保
育

園
の
認
可
化
や
保
育
の
充
実
強
化
に
向

け
た
益
々
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

そ
の
他
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
度

も
高
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
た
環
境
整
備
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
子
供
達
の
放
課
後
対
策
と
し

て
の
児
童
舘
活
用
や
放
課
後
ク
ラ
ブ
（
学

童
）
等
の
交
流
会
や
職
員
研
修
等
を
開

催
し
、
質
の
高
い
保
育
を
確
保
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
児
童
虐
待
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

専
門
指
導
員
を
配
置
し
関
係
機
関
等
の

協
力
を
得
て
、
各
学
校
・
保
育
所
・
学
童

等
に
お
い
て
『
虐
待
の
予
防
・早
期
発
見
』

の
広
報
・
啓
発
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
や

講
演
会
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
予
防
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
児
童
虐
待
を
な
く
す
た

め
に
は
、
ど
う
し
て
も
地
域
社
会
の
人
々

が
子
供
達
の
行
動
に
関
心
を
持
ち
、
地

域
で
子
供
達
を
見
守
る
と
い
う
環
境
づ
く

り
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い

う
こ
と
で
平
成
24
年
度
に
お
い
て
は
、『
地

域
で
こ
ど
も
を
見
守
る
』
と
い
う
地
域
住

民
の
意
識
高
揚
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
模
索
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
ま

で
拡
大
し
た
入
院
医
療
費
無
料
化
並
び

に
父
子
家
庭
へ
の
諸
手
当
等
の
支
給
開
始

に
つ
い
て
の
広
報
強
化
に
努
め
る
と
と
も

に
関
係
機
関
等
と
の
連
携
で
相
談
業
務

の
円
滑
化
を
図
り
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て　
　
　

本
町
の
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、

平
成
23
年
12
月
末
現
在
、
4
，
5
2
2

世
帯
（
45
．
5
％
）、
9
，
3
9
4

人
（
33
．
6
％
）
の
加
入
と
な
っ
て
お

り
、
財
政
状
況
は
、
平
成
24
年
度
が

36
億
2
千
万
円
余
り
の
歳
出
予
算
で
平

成
18
年
度
会
計
の
27
億
9
千
万
円
の
歳

出
か
ら
7
会
計
年
度
で
1
．
29
倍
増
と

急
激
に
増
加
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
中

核
と
し
て
、
地
域
医
療
を
担
う
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
取
り

巻
く
状
況
は
、
大
変
厳
し
く
、
多
く
の
課

題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

着
実
に
進
む
高
齢
化
及
び
高
度
医
療

技
術
の
進
歩
等
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
、

近
年
の
経
済
情
勢
に
伴
う
無
職
者
・
低

所
得
者
の
増
加
に
よ
る
保
険
税
収
入
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
財

政
は
、大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

今
年
度
も
引
き
続
き
医
療
費
の
抑
制
及

び
適
正
化
、
保
険
税
の
適
正
賦
課
及
び

収
納
対
策
に
取
り
組
み
、
赤
字
の
解
消
を

最
大
の
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

○
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て　
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
た
な
制
度
へ
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
新
制
度
施
行
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
の
健
康
の
保
持
増

進
の
た
め
、
長
寿
健
診
事
業
へ
の
取
り
組

み
並
び
に
昨
年
11
月
よ
り
実
施
し
て
お
り

ま
す
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
継
続
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
各
種
保
健
事
業
に
つ
い
て　
　
　

母
子
保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
母

性
並
び
に
乳
幼
児
の
健
康
保
持
、
増
進

を
図
る
た
め
、
妊
婦
健
診
助
成
事
業
、
乳

幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
事
業
等
を
引
き

続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

予
防
接
種
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特

に
昨
年
よ
り
全
額
助
成
の
も
と
実
施
し
て

お
り
、
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
事
業
を
継
続
実
施
し
、
疾
病
予
防
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
成
人
保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、引
き
続
き
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
等
を
推
進
し
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
着
目
し
た
が
ん
検
診
事
業
と
と
も
に
受

診
率
を
向
上
さ
せ
、
町
民
の
健
康
増
進
を

図
り
ま
す
。

5
．
夢
と
未
来
を
拓
く
心
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り

○
教
育
・
文
化
の
充
実　
　
　

本
町
の
教
育
は
、「
国
際
化
、
情
報
化
、

2012.4 89 2012.4



生
涯
学
習
化
社
会
に
対
応
で
き
る
創
造

性
と
個
性
を
持
ち
、
自
ら
考
え
学
び
行

動
す
る
、
心
豊
か
な
幼
児
・
児
童
・
生
徒

を
育
成
す
る
。」「
自
然
文
化
を
愛
し
、
本

町
の
伝
統
を
重
ん
じ
、
郷
土
の
文
化
を
誇

り
に
も
て
る
、
健
康
で
明
る
く
豊
か
な
町

民
を
育
成
す
る
。」
と
い
う
基
本
目
標
が

あ
り
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
、
関
係
機

関
・
団
体
等
と
の
連
携
と
町
民
の
理
解
と

協
力
の
も
と
に
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、

家
庭
教
育
、
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等

の
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
数
多
く
の

施
策
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

○
学
校
教
育
の
推
進　
　
　
　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

に
『
生
き
る
力
』
が
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か

な
体
の
育
成
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら

学
ぶ
意
欲
を
持
ち
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

八
重
瀬
っ
子
を
育
成
す
る
た
め
、
次
の
こ

と
に
つ
い
て
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
ず
、
学
力
向
上
は
、
沖
縄
県
学
力

向
上
主
要
施
策
「
夢
・
に
ぬ
ふ
ぁ
星
プ
ラ

ン
㈽
』(

平
成
24
〜
28
年
度)

に
基
づ
い

た
県
の
取
り
組
み
目
標
と
連
鎖
し
、
全
学

校
の
教
育
課
題
を
明
確
に
し
て
、
学
力
向

上
の
推
進
に
係
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
児
童
生
徒
の
発

達
段
階
に
応
じ
た
指
導
が
実
践
で
き
る

少
人
数
学
級
の
導
入
や
習
熟
度
に
応
じ

た
指
導
を
図
る
た
め
の
学
習
支
援
員
を
配

置
す
る
と
と
も
に
、
学
習
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

等
を
活
用
し
、
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
支
援
員

を
配
置
し
、
児
童
生
徒
の一
人
ひ
と
り
に

あ
っ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
心
の
ケ
ア
等
に
つ

い
て
は
、
教
育
相
談
員
、
心
の
教
育
相
談

員
、
教
育
相
談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
つ
つ
不
登
校

へ
の
対
応
及
び
家
庭
、
学
校
が
抱
え
る
問

題
等
の
解
決
に
努
め
ま
す
。
家
庭
・
地
域

と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
形
成
す
る
た
め
の
「
早
寝
・
早
起

き
・
朝
ご
は
ん
」
の
徹
底
を
図
る
と
と
も

に
家
庭
学
習
の
充
実
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
読
書

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

学
校
教
育
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
具

志
頭
小
学
校
の
プ
ー
ル
改
築
事
業
、
白

川
小
学
校
屋
外
環
境
整
備
事
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
具
志
頭
小
学
校
の
環
境

整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
城
小
学
校
の
改
築
事
業
に

取
り
組
む
た
め
、
学
校
施
設
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
同
小
学
校
の
改
築
事
業

を
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
同
校
の

教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
通

学
区
域
の
見
直
し
や
適
正
規
模
の
確
保

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
地
域
の
方
々
の

意
見
を
集
約
し
な
が
ら
鋭
意
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

も
地
場
産
の
食
材
を
活
用
し
、
栄
養
教

諭
を
中
心
に
食
育
を
推
進
し
、
安
全
で
安

心
で
き
る
給
食
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
で
の
幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
幼

児
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
環
境
を
与

え
る
と
と
も
に
幼
児
一
人
ひ
と
り
の
特
性

に
応
じ
た
指
導
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
あ
っ
た
小
学
校
と
幼
稚
園
の
連
携

を
保
育
所
（
園
）
ま
で
拡
大
し
、
合
同
の

研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
連
携
体
制
の

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
社
会
教
育
と
文
化
事
業
の
推
進　
　

　
本
町
の
社
会
教
育
の
基
本
方
針
は
、「
心

身
と
も
に
健
康
で
調
和
の
と
れ
た
町
民
像

を
目
指
し
、
学
校
教
育
及
び
家
庭
教
育

と
の
連
携
・
調
和
を
図
り
な
が
ら
生
涯
教

育
の
観
点
に
立
っ
て
行
政
を
進
め
る
」
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

近
年
、
情
報
化
社
会
、
国
際
化
社
会

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
急
激
に
社
会
情
勢
が

変
化
し
、
多
様
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
激
変
す
る
社
会
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
生
涯
を
通
し
て「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
」
学
習
で
き
る
機
会
を
数
多
く

提
供
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
連
帯

意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
個
々
人

の
個
性
や
能
力
を
最
大
限
に
活
か
す
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
公
民
館
事
業
と
し
て
住
民

か
ら
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
講
座
・
教
室
を
開

設
す
る
と
と
も
に
、
公
民
館
サ
ー
ク
ル
活

動
の
活
性
化
を
推
進
し
、
日
常
生
活
に
潤

い
や
生
き
が
い
を
見
つ
け
「
住
み
よ
い
心

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
の一
端
を
担
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
町
の
明
日

の
担
い
手
で
あ
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
学
校
週
5
日
制
に
な
り
、
家

庭
・
地
域
で
の
子
ど
も
達
の
日
常
生
活
や

日
々
の
活
動
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
子
ど
も
会
活
動
の
充
実
発
展
や
青

少
年
健
全
育
成
協
議
会
の
組
織
並
び
に

事
業
の
充
実
強
化
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
達
が
他
府
県
の
子
ど

も
達
と
の
交
流
を
通
し
て
、
本
町
と
は
異

な
っ
た
文
化
や
慣
習
に
触
れ
た
り
、
全
く

違
う
自
然
環
境
を
体
験
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
見
聞
を
広
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
少
年
少
女
人
材

育
成
交
流
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
更
に
「
第

1
回
八
重
瀬
町
青
少
年
国
際
交
流
』
事

業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
を
海
外
へ

派
遣
し
、
教
育
・
文
化
・
歴
史
・
産
業
等

の
視
察
学
習
や
青
少
年
と
の
交
流
及
び

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
の
活
動
を
通
し
て
国
際

的
視
野
を
広
め
、
国
際
化
時
代
に
対
応

し
得
る
青
少
年
の
育
成
を
目
的
に
行
う

も
の
で
す
。

次
に
、
子
ど
も
達
に
最
も
重
要
な
読

書
活
動
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
2
月
に

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
し
、

子
ど
も
達
の
情
操
教
育
や
表
現
力
、
想

像
力
の
育
成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
、
町
立
図
書

室
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
検
索
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
図
書
の
貸
し
出
し
・
返
却
等

の
迅
速
化
を
図
り
、
図
書
活
動
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
化
財
は
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
創

ら
れ
た
民
俗
文
化
の
遺
産
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
切
に
保
存
す
る
と
と
も
に
歴
史

教
育
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。そ

の
た
め
、
町
内
の
貴
重
な
埋
蔵
文
化

財
を
保
存
・
保
護
す
る
と
と
も
に
歴
史
民

俗
資
料
館
の
展
示
等
を
充
実
さ
せ
、
町
民

の
歴
史
学
習
や
学
校
教
育
に
、
大
い
に
活

用
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
貴
重
な
旧
石
器
時
代
の
化
石
人

骨
で
あ
る
港
川
人
が
発
見
さ
れ
た
港
川

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
港
川

人
が
生
き
て
い
た
時
代
を
探
る
貴
重
な
手

が
か
り
と
な
る
こ
と
か
ら
大
切
に
保
存
す

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

早
期
に
町
文
化
財
の
指
定
を
行
い
、
そ
れ

に
続
く
県
指
定
に
向
け
て
の
検
討
も
重

ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
、
港
川
人
骨
化
石
の
発
見
者
で
あ

る
『
大
山
盛
保
』
氏
の
生
誕
1
0
0
年

に
当
た
り
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

と
具
志
頭
歴
史
民
俗
資
料
館
と
の
合
同

企
画
展
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

八
重
瀬
町
に
は
、
こ
の
よ
う
な
優
れ
た

文
化
財
の
ほ
か
、
特
徴
あ
る
自
然
環
境
が

数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
、
こ
れ
ら

の
歴
史
・
文
化
・
自
然
資
源
に
対
す
る
町

民
の
関
心
も
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
町
内

文
化
財
め
ぐ
り
や
調
べ
学
習
等
の
ニ
ー
ズ

も
増
大
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
前
年
度
に

実
施
し
ま
し
た
「
案
内
ガ
イ
ド
養
成
講

座
」
で
養
成
さ
れ
た
ガ
イ
ド
を
町
内
文
化

財
め
ぐ
り
や
調
べ
学
習
等
の
ニ
ー
ズ
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
誇
る
偉
人
「
謝
花
昇
」

先
生
の
顕
彰
事
業
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、「
仲
本
稔
」
先
生
が
勤
労
の
喜
び
を

詠
っ
た
「
汗
水
節
」
に
つ
い
て
は
、
汗
水

節
大
会
等
を
実
施
す
る
な
ど
町
内
外
に

広
く
啓
発
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
特
に
本
年
度
は
、
小
中
学
生
を
対
象

に
し
た
『
汗
水
節
の
こ
こ
ろ
』
解
説
書
及

び
指
導
資
料
を
発
刊
し
、
学
校
現
場
で
の

活
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
仲
本
稔
先

生
が
残
し
た
貴
重
な
資
料
等
を
展
示
し
、

広
く
町
民
に
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
・
村
史
編
集
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

合
併
前
の
旧
町
村
時
代
か
ら
取
り
組
ん

で
お
り
、
完
結
ま
で
に
は
長
期
間
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
「
東
風
平
町
史

―
資
料
編
2
現
代
新
聞
資
料
」、「
具
志
頭

村
史
―
資
料
編
」
の
発
刊
に
向
け
た
編
集

業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

文
化
振
興
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
に

根
ざ
し
た
伝
統
文
化
の
保
存
、
継
承
、
発

展
を
目
的
に
各
地
域
に
お
い
て
伝
統
芸
能

団
体
（
保
存
会
）
が
組
織
さ
れ
活
発
に

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動

の
支
援
や
伝
統
の
文
化
力
を
高
め
る
と
と

も
に
、
文
化
を
通
し
た
地
域
世
代
間
交
流

を
充
実
さ
せ
伝
統
文
化
の
後
継
者
の
育

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
文
化
事
業
は
町
民
の
生
き
が
い

づ
く
り
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
文

化
協
会
と
連
携
し
な
が
ら
そ
の
充
実
・
発

展
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
成

果
は
町
内
外
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
度
も
さ
ら
な

る
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
町
も
太
平
洋
戦
争
時
に
激

戦
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
多
く
の
尊
い
命

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
恒
久
平

和
を
希
求
す
る
心
を
忘
れ
な
い
た
め
に
も

平
和
事
業
を
継
続
・
実
施
し
、
町
民
と
と

も
に
「
平
和
で
文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

○
社
会
体
育
事
業
の
推
進　
　
　

社
会
体
育
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、
心

身
両
面
の
健
康
保
持
増
進
を
基
本
方
針

に
か
か
げ
、
町
民
が
身
近
な
地
域
に
お
い

て
ス
ポ
ー
ツ
に
気
軽
に
親
し
み
、
さ
ら
に

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
体
力
づ
く
り
、
健
康

づ
く
り
は
勿
論
の
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
仲
間

と
の
交
流
を
通
し
て
「
心
の
健
康
」
を
増

進
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
小
中
学
生
の
体
力
増
進

に
つ
い
て
は
、
学
校
の
教
育
方
針
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
小
中
学
生
へ
の
体
育

施
設
の
優
先
的
な
利
用
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
昨
年
『
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
』
に

代
わ
っ
て
『
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
』
が
制
定

さ
れ
、『
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
幸
福
で
豊

か
な
生
活
を
営
む
権
利
』
や
『
ス
ポ
ー
ツ

立
国
の
実
現
を
目
指
す
』
な
ど
、
全
て
の

国
民
が
日
常
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え

る
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
の
出
来
る
機
会

が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
謳
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お
い
て
も
、

数
多
い
体
育
施
設
の
有
効
活
用
や
町
民

が
快
適
に
利
用
で
き
る
た
め
の
施
設
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室

や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
設
を
は
じ
め
、

多
く
の
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
画
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
体
育
協
会
庶
務
業
務
の一

部
を
社
会
体
育
課
内
で
実
施
し
、
組
織

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
多
く
の
町
民
が

競
技
に
参
加
で
き
る
体
制
づ
く
り
と
大
会

を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
町
民

相
互
の
交
流
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
国
民
体
育
大
会
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
本
県
で
開
催
さ
れ
本

町
に
お
い
て
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
と
、

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
の
会
場
と

な
っ
て
お
り
、
大
会
の
成
功
に
向
け
て
町

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

6
．
協
働
の
心
で
つ
く
る
町
民

が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
推
進

す
る
た
め
、男
女
が
共
に
「
ま
ち
づ
く
り
」

へ
積
極
的
に
参
加
で
き
る
機
会
や
場
を
多

く
つ
く
る
と
と
も
に
、
多
く
の
女
性
が
各

種
の
委
員
会
、
審
議
会
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。

7
．
情
報
の
共
有
に
よ
る
開
か

れ
た
ま
ち
づ
く
り

○
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
強
化　
　
　

近
年
、
人
々
の
通
勤
・
通
学
圏
域
が
拡

大
し
、
人
の
動
き
が
広
域
化
し
て
い
る
現

状
か
ら
、
行
政
区
域
を
越
え
た
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
民
登
録
地
、
あ
る
い
は
本
籍
地
の
あ
る

役
場
に
開
庁
時
間
帯
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
住
民
の
方
が
、
勤
務
地
・
通
学
地
の

役
場
（
役
所
）
で
住
民
票
や
戸
籍
の
証
明

書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
自

治
体
間
に
お
け
る
広
域
行
政
窓
口
サ
ー

ビ
ス
事
業
』
を
平
成
23
年
7
月
か
ら
本

島
南
部
の
2
市
3
町
に
お
い
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
昼
食
時
間
に
は
住
民
票
、
戸

籍
関
係
の
証
明
書
の
発
行
で
し
た
が
、
平

成
23
年
4
月
か
ら
は
税
関
係
の
証
明
書

の
発
行
に
つ
い
て
も
本
庁
舎
、
東
風
平
庁

舎
の
両
庁
舎
窓
口
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
住
民
情
報
の
共
有　
　
　
　
　

情
報
の
共
有
化
は
、
行
政
を
運
営
す
る

う
え
で
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
情
報

の
共
有
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
行

政
情
報
を
広
く
町
民
に
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら

れ
、
町
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
が
推
進

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

は
、
町
民
が
活
用
し
や
す
い
よ
う
に一
部

シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
、
町
の
紹
介
、
窓
口

案
内
、行
政
情
報
の
発
信
等
を
充
実
さ
せ
、

町
広
報
誌
等
に
よ
り
情
報
提
供
を
し
て
い

き
ま
す
。
特
に
防
災
関
係
に
つ
き
ま
し
て

は
、
消
防
行
政
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
有
効
活

用
を
図
り
、
町
か
ら
の
情
報
を
全
自
治
会

に
瞬
時
に
お
知
ら
せ
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

8
．
健
全
な
行
財
政
基
盤
を
確

立
す
る
ま
ち
づ
く
り

○
自
主
財
源
徴
収
の
強
化　
　
　

町
税
に
つ
い
て
は
、
未
申
告
に
対
す
る

申
告
勧
奨
や
実
施
調
査
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
那
覇
税
務
署
、
県
税
事
務
所
及

び
関
係
機
関
と
連
携
し
、
課
税
客
体
の

的
確
な
把
握
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
町
税
等
滞
納
者
対
策
と
し
て
自

主
納
付
を
基
本
と
し
て
、『
自
主
財
源
等

徴
収
対
策
本
部(

町
三
役
及
び
全
課
長

職)

』
に
よ
る
滞
納
者
宅
へ
の
夜
間
訪
問

徴
収
指
導
を
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

特
に
税
の
公
正
、
公
平
の
観
点
か
ら
悪

質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
滞
納
処
分
を

行
い
、
法
的
処
置
を
講
じ
て
滞
納
整
理
を

一層
強
化
し
ま
す
。

納
税
者
の
利
便
向
上
と
収
納
確
保
に

向
け
、
町
民
税
・
固
定
資
産
税
，
軽
自
動

車
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
導
入
に
向
け
て

検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
財
政
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第

2
次
行
政
改
革
大
綱
を
基
本
と
し
、
事

務
事
業
、
組
織
、
機
構
の
見
直
し
、
定
員

管
理
の
適
正
化
、
人
材
育
成
の
推
進
、
行

財
政
運
営
健
全
化
等
に
取
り
組
み
、
効

率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
町
は
平
成
24
年
度
も
多
く
の

各
種
事
業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
予

算
編
成
方
針
や
財
政
計
画
を
指
針
と
し
、

緊
急
性
、
必
要
性
、
投
資
効
果
等
を
考

慮
し
、『
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
』
を
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
も
議
員
各
位
、
町
民
の
皆
様
の

ご
支
援
・
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　 

助
成
事
業

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　 

助
成
事
業

　
財
団
法
人
　
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平
成
23
年
度
一
般

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、
町
内
の
各
自
治
会
へ
次
の

備
品
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
収
益

の
一
部
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
達
と
宝
く
じ
の
普

及
広
報
に
役
立
て
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品
を
大
切
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
!!

自
治
会
名 

備
品
名

東
　 

風 

　
平 

パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
セ
ッ
ト

屋
　 

宜
　 

原 

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
、
折
り
た
た
み
椅
子

富
　
　
　
　
盛 

液
晶
テ
レ
ビ

志
　 

多
　 

伯 

ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム

当
　
　
　
　
銘 

パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
セ
ッ
ト

小
　
　
　
　
城 

草
刈
機
、
芝
刈
機
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

第  

一  

団  

地 

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

白
川
ハ
イ
ツ 

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

友
寄
東
ハ
イ
ツ 

ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｐ
Ａ
シ
ス
テ
ム
セ
ッ
ト

具
　 

志
　 

頭 

フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル

新
　
　
　
　
城 

フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル

大
　
　
　
　
頓 

ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｐ
Ａ
シ
ス
テ
ム
セ
ッ
ト

玻
　 

名
　 

城 

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

安
　
　
　
　
里 

パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
セ
ッ
ト

長
　
　
　
　
毛 

屋
根
型
テ
ン
ト

県
営
長
毛
団
地 

草
刈
機
、
芝
刈
機
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

※

右
記
以
外
に
各
自
治
会
に
４
脚
ず
つ
の

　
折
り
た
た
み
椅
子
の
配
布
も
あ
り
ま
す
。

　各世帯年間500円の協力金が赤十字活動の支えです。日本赤十字
社は、人道・博愛の理念のもとに世界187ヶ国の赤十字社と連携し、
災害や紛争等により飢餓、貧困、病気などに苦しむ人々を国際的に
救護するとともに、国内においても各種災害救護や輸血用血液の供
給、医療の提供、青少年の健全育成などの事業を積極的に実施し、
内外から寄せられる期待と要請に応えております。
　特に昨年は3月に発生した東日本大震災の被災地へ医療救護班・
こころのケア要員・各種ボランティアを合計26回・69名のスタッ
フを派遣し、被災地で活躍しました。これらの赤十字活動は、赤十
字の人道的事業に賛同される県民一人ひとりが赤十字（会員）とし
て毎年協力いただく（会費）と寄付金を財源として行われています。
　５月は赤十字へのご理解とご協力をお願い、年間500円以上をご
支援していただく方を募集する月間です。
　赤十字に協力するといことは、世界各地で救援を必要としている
人々を支援することになります。自治会役員や赤十字奉仕団員など
の皆様が、奉仕活動として各家庭や事業所を訪問してお願いします。
　本年も町民の皆様には、赤十字の人道的事業をご理解とご協力を
いただき、世界の平和と人類の福祉向上の一翼を担って下さいます
ようお願い申し上げます。

NTT西日本「ふれあい速達便」を寄贈

　
教
育
委
員
会
委
員
の
與
儀
正
秀
氏
の
任
期
満

了
（
平
成
24
年
２
月
27
日
付
け
）
に
伴
い
、
平

成
24
年
八
重
瀬
町
議
会
第
１
回
臨
時
会
で
議
会

の
同
意
を
得
て
、
後
任
に
任
命
さ
れ
た
屋
宜
宣

行
氏
（
字
大
頓
）
に
対
し
、
任
命
辞
令
の
交
付

が
行
わ
れ
ま
し
た
（
任
期
は
平
成
24
年
２
月
28

日
か
ら
平
成
28
年
２
月
27
日
ま
で
）
。
屋
宜
氏

は
、
昭
和
43
年
10
月
よ
り
高
等
学
校
教
諭
と
し

て
各
地
に
赴
任
。
平
成
７
年
北
部
農
林
高
等
学

校
定
時
制

教
頭
、
平

成
16
年
南

部
農
林
高

等
学
校
校

長
な
ど
を

歴
任
さ
れ

て
い
ま
す
。

平成23年度

赤十字の活動にご支援を

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
沖
縄
支
店
法
人
営
業
部
の
森
泰
憲
部

長
ら
が
２
月
29
日
、
役
場
を
訪
れ
、
耳
や
言
葉
の
不
自

由
な
方
が
よ
り
便
利
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

と
「
ふ
れ
あ
い
速
達
便
」
50
冊
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
１
９
８
３
年
以
来
毎
年
、
耳
や
言
葉

の
不
自
由
な
方
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援

す
る
た
め
「
電
話
お
願
い
手
帳
」
も
作
成
し
配
布
し
て

い
ま
す
。
贈
呈
式
で
、

社
会
福
祉
協
議
会
の

神
谷
榮
助
会
長
は

「
ご
支
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
有

効
に
活
用
し
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。

　「
電
話
お
願
い
手

帳
」
と
「
ふ
れ
あ
い

速
達
便
」
は
社
会
福

祉
協
議
会
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

昨
年
に
続
き
好
評
だ
っ
た
、
健
康
運
動
教
室
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。
今
年
も
貯
筋
を
し
ま
し
ょ
う
。

年
齢
と
共
に
衰
え
る
一
方
の
筋
肉
を
健
康
管
理
の
目
的

で
鍛
え
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
成
24
年
６
月
８
日（
金
）〜
８
月
10
日（
金
）（
11
回
コ
ー
ス
）、

毎
週
金
曜
日
、午
後
２
時
〜
４
時（
毎
回
、生
活
習
慣
病
予
防

の
ミ
ニ
講
話
な
ど
も
あ
り
、健
康
を
意
識
し
た
内
容
で
す
）

日
　
程

無 

料
　
＊
昨
年
か
今
年
の
健
診
結
果
を
お
持
ち
下
さ
い
。

参
加
料

場
　
所

八
重
瀬
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
　
象

65
歳
頃
ま
で
（
医
師
に
よ
り
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方

は
、
ご
遠
慮
下
さ
い
）

定
　
員

25
人
（
で
き
る
限
り
、
全
日
程
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
）

申
込
・
連
絡
先

八
重
瀬
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
話
　
９
９
８
・
１
１
４
９

申
込
締
め
切
り

５
月
25
日
（
金
）

健
康
運
動
教
室
参
加
者
募
集

体
が
引
き
締
ま
っ
た
。

太
り
に
く
く
な
っ
た

体
が
軽
く
感
じ
る
。

　
動
き
や
す
く
な
っ
た
。

　
　
歩
き
や
す
く
な
っ
た
。

　
　
　
（
一
番
多
か
っ
た
声
で
す
）

肩
こ
り
や
腰
痛
、

膝
痛
が
良
く
な
っ
た
。

八重瀬町国民健康保険加入者の皆様へ(40歳～75歳未満)
≪人間ドックにより健診を受診予定の方について≫

≪集団健診について≫

平成24年度から、人間ドックで受診する際に町補助額として13,700円を町が負担します。
例　27,000円（人間ドック料）ー 13,700円（町負担額）＝ 13,300円（自己負担額）

※人間ドックによる町補助は八重瀬町国保加入者(40歳～75歳未満)のみ対象になります。
※人間ドックによる町補助は個別健診（医療機関）での対象になります。
※指定の医療機関でのみ補助の対象なりますので、詳しくは特定健診受診券と同封のチラシをご確認下さい。 

※特定健診・長寿健診受診券はオレンジ色の封筒に入れて送付します。(４月中頃)
※集団健診の日程については、「平成24年度保健事業実施予定表」や特定健診受診券と同封のチラシをご確認下さい。

※受診券は各保険者による発行になりますので、加入している保険者にお問い合わせ下さい。
※共済組合・協会けんぽの被扶養者（家族）は、「保険証」＋「受診券」で集団健診を受けることができます。
※その他社会保険の被扶養者（家族）は、加入している保険者にお問い合わせ下さい。
※集団健診では、被扶養者（家族）は受けることが出来ますが本人は受診不可。

◎八重瀬町国保以外の健康保険に加入している方について（共済組合・協会けんぽなど）

〈問い合わせ〉 健康保険課（保健センター）　TEL998－1149

◇人間ドック実施医療機関
医療機関

ハートライフ病院
とよみ生協病院
与那原中央病院
沖縄第一病院
南部徳洲会病院

沖縄県総合保健協会
豊見城中央病院附属健康管理センター

電話番号
870-3731
850-3392
845-8101
888-1151
998-0309
889-6792
852-2000

健診料
２９，４００円
２７，５００円
２６，０００円
２７，３００円
２６，０００円
２６，２５０円
３１，５００円

自己負担額
１５，７００円
１３，８００円
１２，３００円
１３，６００円
１２，３００円
１２，５５０円
１７，８００円

対　象　者
40歳以上75歳未満の国民健康保険加入者

長寿（後期高齢者）医療の加入者
40歳未満の町民

生活保護世帯・医療保険未加入者

特定健診
長寿健診

一般健診

必要なもの
受診券 ＋ 保険証
受診券 ＋ 保険証
受診券 ＋ 保険証

受診券

個別検診 
○
○
×
×

人間ドック
○
×
×
×

健　診　名

住
民
健
診

10
月
５
日
〜
12
月
７
日
時
間
、
曜
日
、
場
所
は
同
じ
で
す
。

２
期
は
男
性
対
象
に
行
う
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

【
２
期 

期
間
】

【
３
期 

期
間
】
１
月
18
日
〜
３
月
22
日

近
く
な
り
ま
し
た
ら
、
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

屋宜宣行さん教育委員会委員に任命

新委員長決まる。
教育委員会

幸地 忍 氏（字友寄）
就任日：平成24年2月28日
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健康回
覧板平成24・25年度の後期高齢者医療の保険料率改定について高

額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
皆
様
へ

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
皆
様
へ

○
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　
平
成
24
年
３
月
31
日
以
前
に
交
付
さ
れ
た
減
額
認
定
証
を
お
持
ち

の
方
は
、経
過
措
置
を
設
け
て
お
り
、記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限

（
平
成
24
年
７
月
31
日
）ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
へ

　
区
分（
低
所
得
）Ⅰ
、区
分（
低
所
得
）Ⅱ
に
該
当
す
る
か
で
、減
額
認

定
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、お
住
ま
い
の
市
町
村
後
期
高
齢
者
医

療
担
当
課
へ
事
前
に
交
付
申
請
を
行
い
、減
額
認
定
証
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
区
分（
低
所
得
）Ⅰ
と
は

　
同
一
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、か
つ
各
種
収
入
等
か
ら
必

要
経
費
・
控
除
を
差
し
引
い
た
所
得
が
０
円
と
な
る
世
帯
に
属
す
る

方（
年
金
控
除
額
を
80
万
円
と
し
て
計
算
）

☆
区
分（
低
所
得
）Ⅱ
と
は

　
同
一
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
す
る
方

　
こ
れ
ま
で
の
高
額
療
養
費
制
度
の
仕
組
み
で
は
、高
額
な
外
来

診
療
を
受
け
た
と
き
、ひ
と
月
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額

以
上
に
な
っ
た
場
合
で
も
、い
っ
た
ん
そ
の
額
を
お
支
払
い
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
が
、平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
は
、限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証（
以
下
、減
額
認
定
証
）を
提
示
す
れ
ば
、

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る
分
を
窓
口
で
支
払
う
必
要
は
な
く
な

り
ま
す
。

沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
0
9
8・9
6
8・8
0
1
2（
管
理
課
）

　
☎
0
9
8・9
6
3・8
0
1
3（
事
業
課
）

八
重
瀬
町
役
場
　
健
康
保
険
課

　
☎
0
9
8・9
9
8・2
2
1
0

お問い合わせ

障害児福祉手当・特別障害者手当制度について

　こ
の
制
度
は
身
体
又
は
精
神
に
著
し
い
重
度

の
障
害
が
あ
り
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別

の
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
る
方
に
県
が
手
当

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

八
重
瀬
町
役
場 

社
会
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係
　

沖
縄
県
南
部
福
祉
保
健
所 

地
域
福
祉
班

☎
0
9
8・9
9
8・9
5
9
8

☎
0
9
8・8
8
9・6
3
6
4

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

※

手
当
を
請
求
す
る
方
、
又
は
同
居
し
て
い
る
配
偶
者
及
び
扶
養
義

務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
金
額
以
上
あ
る
場
合
、
支
給
が
制
限

さ
れ
ま
す
。

支 給 対 象 者
障害児福祉手当

月額14,280円
（平成24年4月から）

特別障害者手当

月額26,260円
（平成24年4月から）

　
20
歳
未
満
の
在
宅
の
重
度
障
害
児
で
、

福
祉
保
健
所
長
の
認
定
を
受
け
た
方
。

な
お
、以
下
の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

⑴
施
設
に
入
所（
通
所
を
除
く
）し
て
い

る
場
合
。

⑵
政
令
で
定
め
る
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
る
場
合
。

※

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
の
併
給
は
可
能
で
す
。

　
20
歳
以
上
の
在
宅
の
重
度
障
害
者
で
、

福
祉
保
健
所
長
の
認
定
を
受
け
た
方
。

な
お
、以
下
の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

⑴
施
設
に
入
所（
通
所
を
除
く
）し
て
い

る
場
合
。

⑵
病
院
又
は
診
療
所
に
３
ヶ
月
以
上
入

院
し
て
い
る
場
合
。

　後期高齢者医療制度では、年々増加する被保険者と医療費の動向を踏まえて、２年ごとに保険料
の見直しを行う制度となっており、被保険者である高齢者一人ひとりに、保険料のご負担をお願い
しています。平成２４・２５年度の保険料率（所得割率、均等割率）については、約１６億円の剰余金見
込額を取り崩し、据え置きとすることが決定されました。
　また、保険料の賦課限度額については、高齢者の医療の確保に関する法律施行令及び沖縄県後
期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の改正により、５５万円に改められました。
　高齢者の皆さまには、ご負担をお願いしますが、安心して医療が受けられるよう、今後にわたっ
て安定的に持続可能な財政運営とするため、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

年度

被保険者数

平成２０年度
（実　績）

109,090

平成２１年度
（実　績）

113,104

平成２２年度
（実　績）

117,106

平成２３年度
（見　込）

121,112

平成２４年度
（見　込）

125,051

平成２５年度
（見　込）

129,073
※被保険者数について、平成２０年度は、４月から翌年２月までの平均人数

沖縄県被保険者数の動向 （単位：人）

年度

医療給付額

平成２０年度
（実　績）

875,926

平成２１年度
（実　績）

894,880

平成２２年度
（実　績）

917,511

平成２３年度
（見　込）

941,325

平成２４年度
（見　込）

960,196

平成２５年度
（見　込）

982,566
※高齢者の一人当たりの医療給付費が増加する見込みとなっています。

沖縄県被保険者一人当たり医療給付費の動向 （単位：円）

平成２４・２５年度沖縄県均一保険料率（平成２０年度より据え置き）

所得割率
８.８０％

均等割額
４８，４４０円

前年度比

+５万円

※左記の金額については、平成２４年２月１４日開催、「平
成２４年第１回沖縄県後期高齢者医療広域連合議会定
例会」において決定されました。（沖縄県後期高齢者医
療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部改正）

沖縄県保険料賦課限度額

平成２４年度
（改正後）

５５万円

平成２３年度
（改正前）

５０万円

知らせ

お
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まちの話題まちの話題

　
沖
縄
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
レ

デ
ィ
ー
ス
連
盟
は
２
月
11
、

12
日
、
八
重
瀬
町
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
お
い
て
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
女

子
ト
ッ
プ
選
手
を
育
成
し
て

き
た
元
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

女
子
監
督
の
大
野
美
紗
子
さ

ん
（
現
在
：
ナ
ガ
セ
ケ
ン
コ
ー

監
督
）
を
招
い
て
、
11
日
に

ジ
ュ
ニ
ア
、
12
日
に
社
会
人

女
子
を
対
象
に
研
修
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
の

研
修
に
参
加
し
た
小
学
２
年

生
の
知
名
恒
輝
く
ん
（
東
風

平
）
は
「
こ
れ
か
ら
も
練
習

を
続
け
て
、
上
手
く
な
り
た

い
で
す
」、
小
学
校
２
年
生
の

神
谷
一
光
く
ん
（
志
多
伯
）

は
「
大
き
な
声
を
出
す
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
」
と
話
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け
練

習
に
励
み
ま
し
た
。

八重瀬でソフトテニス研修会

　
２
月
26
日
、
本
町
沿
岸
に
位
置
す
る
字
港

川
で
は
津
波
に
対
す
る
備
え
を
強
化
す
る
こ

と
を
目
的
に
島
尻
消
防
本
部
、
糸
満
警
察
署
、

町
役
場
の
協
力
の
も
と
避
難
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
規
模
地
震
に
よ
る
津
波
を
想
定

し
た
訓
練
で
は
、
公
民
館
か
ら
の
津
波
警
報

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
合
図
に
住
民
ら
は
、
町
の

避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
向
陽
高
等
学

校
へ
避
難
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
約
３
５
０

人
は
、
避
難
方
法
や
経
路
を
確
認
し
な
が
ら

目
標
の
15
分
以
内
で
避
難
。
用
意
さ
れ
た
名

簿
で
確
認
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
家
族
で
訓

練
に
参
加
し
た
新
里
佐
知
子
さ
ん
は
「
ス

ム
ー
ズ
に
避
難
で
き
た
が
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
た
め
に
今
後
も
積
極
的
に
参
加
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
金
城
正
和
区
長

は
「
悪
天
候
の
中
、
多
く
の
住
民
が
参
加
し
、

防
災
意
識
の
高
さ
が
覗
え
た
こ
と
が
良
か
っ

た
。
今
後
も
区
民
が
一
つ
に
な
っ
て
目
標
を

達
成
で
き
る
よ
う
話
し
合
い
、
備
え
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

港川で津波想定の避難訓練

　
伊
覇
子
ど
も
会
（
吉
田
晃

会
長
）
が
２
月
11
日
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
え
ー
じ
（
社
会
福

祉
法
人
明
和
会
）
を
訪
れ
、

エ
イ
サ
ー
や
ダ
ン
ス
を
披
露

し
利
用
者
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
初
め
て
の
エ
イ
サ
ー

披
露
と
な
っ
た
吉
田
会
長
は

「
練
習
の
成
果
を
出
す
こ
と
が

で
き
た
。
い
ろ
い
ろ
な
場
所

で
演
舞
し
て
み
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
初
め
は
緊
張
気

味
の
子
ど
も
た
ち
も
玉
入
れ
や

リ
ズ
ム
遊
び
な
ど
で
楽
し
み
ま

し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
か
ら
は
「
こ
ん
な
に
楽
し
い

演
舞
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

伊覇子ども会が地域交流
　
八
重
瀬
町
文
化
協
会
の
金
城
茂
雄
会

長
が
２
月
28
日
、社
会
福
祉
協
議
会（
神

谷
榮
助
会
長
）
を
訪
れ
、
昨
年
11
月
に

開
催
さ
れ
た
第
６
回
琉
球
芸
能
祭
（
主

催
：
同
協
会
）
で
得
た
収
益
金
の
一
部

を
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
町
内
に
避

難
し
て
い
る
世
帯
（
７
世
帯
：
社
会
福

祉
協
議
会
把
握
）
へ
義
援
金
（
各
世
帯

２
万
円
）
を
手
渡
し
ま
し
た
。
金
城
会

長
は
「
私
も
沖
縄
戦
体
験
者
で
他
人
事

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
厳
し
い
状
況
で
す

が
前
向
き
に
日
々
を
過
ご
せ
る
よ
う
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。
ふ
る
さ
と
に
戻
れ
る

日
が
近
づ
く
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
支
援
金
を
受
け
取
っ
た

世
帯
か
ら
は
「
気
に
か
け
て
も
ら
い
心

強
い
で
す
」、「
家
族
で
大
切
に
使
い
ま

す
」
な
ど
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

町文化協会　避難世帯へ義援金

　
子
ど
も
た
ち
と
山
歩
き
で
、
ド

ン
グ
リ
な
ど
の
木
の
実
拾
い
を
楽

し
ん
で
い
る
山
城
興
伸
さ
ん
（
字
宜

次
）
が
３
月
６
日
、
役
場
を
訪
れ
、

比
屋
根
町
長
へ
日
本
一
大
き
な
ド
ン

グ
リ
（
オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
）

の
苗
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
山
城
さ
ん

は
、
ド
ン
グ
リ
で
地
域
お
こ
し
が
で

き
な
い
か
と
考
え
、
４
年
前
か
ら
試

験
的
に
苗
木
を
自
宅
の
庭
に
植
え
、

今
回
、
大
事
に
育
て
た
苗
２
０
０
本

を
寄
贈
し
ま
し
た
。山
城
さ
ん
は「
造

成
中
の
長
田
門
原
公
園
に
オ
キ
ナ
ワ

ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
を
植
え
、
南
部
で
も

ド
ン
グ
リ
が
拾
え
る
公
園
と
し
て
子

ど
も
た
ち
を
喜
ば
せ
た
い
で
す
。
南

部
で
も
十
分
に
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
近
く
の
公
園
な
ど
に
植
樹
さ

れ
た
ら
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
成

長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

ドングリで地域おこしを

　
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
東
風
平
支
店
（
宮
里
兼
次
支
店

長
）
と
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
南
部
地
区
営
農
振
興
セ
ン

タ
ー
（
志
良
堂
勝
啓
セ
ン
タ
ー
長
）
は
２
月
23
日
、

白
川
小
学
校
（
赤
嶺
良
雄
校
長
）
２
年
生
を
対
象
に
、

食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
体

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
11
月
に
植
付
け
を
行
っ

た
児
童
に
と
っ
て
、
待
ち
に
待
っ
た
収
穫
祭
。
同

支
店
運
営
委
員
の
仲
座
亀
吉
さ
ん
（
字
小
城
）
の

畑
で
、
仲
座
さ
ん
と
宮
里
支
店
長
、
小
禄
大
介
さ

ん
（
営
農
指
導
員
）
の
指
導
の
下
、
楽
し
い
じ
ゃ

が
い
も
収
穫
体
験
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
、
収
穫
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
各

自
ヘ
ラ
を
持
っ
て
畑
に
入
り
、
前
日
か
ら
の
雨
で

固
ま
っ
た
土
に
手
こ
ず
り
な
が
ら
も
、
自
分
達
で

植
え
た
じ
ゃ
が
い
も
を
夢
中
に
な
っ
て
探
し
て
い

ま
し
た
。
予
想
以
上
の
収
穫
に
驚
き
な
が
ら
、
持

参
し
た
袋
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
ま
し
た
。

　
収
穫
を
体
験
し
た
児
童
は
「
土
が
硬
く
て
掘
る

の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」、「
家
に
持

ち
帰
っ
て
お
母
さ
ん
や
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
喜
ば

せ
た
い
」、「
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
じ
ゃ
が
い
も

が
と
れ
た
の
で
驚
い
た
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
は
、
地
域
の
方
々
と
連

携
を
取
り
合
い
、地
元
の
子
供
た
ち
の「
食
」と「
農
」

へ
の
関
心
・
興
味
を
高
め
て
い
け
る
よ
う
な
活
動

に
積
極
的
に
協
力
し
ま
す
。

待ちに待ったじゃがいも収穫祭！！

　
３
月
８
日
、
東
風
平
小
学

校
（
石
川
宏
校
長
）
６
年
生

を
対
象
に
理
科
の
出
前
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
か
ら

産
婦
人
科
の
助
産
師
、
泉
川

り
つ
子
さ
ん
を
講
師
に
招
い

て
、
胎
児
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
へ

の
成
長
、
胎
盤
の
役
割
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
妊

婦
さ
ん
体
験
や
産
道
を
通
る

体
験
な
ど
を
と
お
し
て
人
の

生
命
の
誕
生
に
興
味
・
関
心

を
持
ち
、
子
ど
も
が
母
親
の

体
内
で
育
っ
て
い
く
様
子
に

つ
い
て
学
び
、
人
を
大
切
に

す
る
心
を
知
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

東風平小で出前授業

　
サ
ッ
カ
ー
を
と
お
し
て
各
世
代
の
交
流
と
親

睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

「
ぐ
し
か
み
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
３

月
11
日
、
具
志
頭
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
で
14
回
目
を
迎
え
た
同
大
会
に
は
、

小
学
生
か
ら
50
代
ま
で
の
幅
広
い
参
加
が
あ
り
、

大
会
を
と
お
し
て
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
お

互
い
の
連
携
を
深
め
、
心
身
共
に
健
康
で
豊
か

な
心
を
育
む
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
昼
食

に
は
、参
加
者
で
持
ち
寄
っ
た
食
材
を
使
い
、小
・

中
学
生
の
父
母
会
な
ど
で
作
っ
た
カ
レ
ー
と
牛

汁
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
を

迎
え
た
日
と
な
り
、
開
会
式
で
は
、
参
加
者
全

員
で
黙
と
う
を
捧
げ
、
被
災
地
の
復
興
を
願
い

募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た
募
金

（
１
６
，
１
１
２
円
）
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
を

と
お
し
て
被
災
地
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

ぐしかみサッカーフェスティバル

　
２
月
１７
日
、
新
城
小
学
校
（
座
嘉
比
幸

枝
校
長
）
で
は
野
外
活
動
を
と
お
し
て
人

間
性
を
育
む
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
年
生
は
、
生
活
科
の
授
業
を
利
用
し
て

玉
栄
智
栄
子
さ
ん
（
新
城
）
の
庭
を
訪
れ
、

身
近
に
あ
る
花
の
種
類
や
花
で
つ
な
が
る

交
流
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
協
力
の
も
と
、コ
サ
ー
ジ
ュ

作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
み
や
ぎ
れ
き
お

く
ん
は
「
い
ろ
ん
な
花
が
あ
っ
て
、
ま
た

来
た
い
。
上
手
に
で
き
た
コ
サ
ー
ジ
ュ
は

お
母
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
年
生
は
、
家
庭
科
の
授
業
を
利
用
し

て
新
城
の
県
道
１
３
１
号
線
沿
い
に
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
な
ど

の
苗
５
０
０
本
を
植
え
ま
し
た
。
地
域
の

老
人
ク
ラ
ブ
や
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一

緒
に
取
り
組
み
、
体
験
す
る
こ
と
で
地
域

を
支
え
る
活
動
な
ど
気
づ
き
の
場
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
苗
を
植
え
た
後
、
公
民

館
へ
場
所
を
移
し
交
流
を
深
め
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
広
げ
ま
し
た
。

新城小　地域交流で育む心

　
東
風
平
中
学
校
美
術
同
好

会
は
水
難
事
故
を
呼
び
か
け

る
看
板
を
昨
年
の
夏
に
作
成

し
、
同
校
前
バ
ス
停
付
近
の

学
校
フ
ェ
ン
ス
に
設
置
す
る

な
ど
、
学
校
地
域
に
お
い
て

水
難
事
故
の
防
止
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
３
月
８
日
、
真

栄
城
毅
糸
満
警
察
署
長
よ
り

水
難
事
故
防
止
活
動
に
積
極

的
に
協
力
し
た
と
し
て
同
好

会
の
宮
城
南
美
会
長
へ
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
真

栄
城
署
長
は
「
こ
う
い
う
地

域
で
の
活
動
は
大
き
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

協
力
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨

拶
し
、
宮
城
会
長
は
「
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
活
動
に
目
を

向
け
、
後
輩
へ
受
け
継
い
で

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
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手
作
り
こ
い
の
ぼ
り
の
募
集

　
戦
没
者
の
慰
霊
と
平
和
発
信
、
さ

ら
に
若
者
の
霊
域
へ
の
関
心
を
高

め
る
と
と
も
に
、
各
都
道
府
県
と
沖

縄
県
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
す
る
「
平
和
祈
念
こ
い
の
ぼ

り
ま
つ
り
」
に
お
い
て
、
糸
満
市
平

和
祈
念
公
園
内
に
掲
揚
す
る
平
和

メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
こ
い
の
ぼ
り
を

募
集
し
ま
す
。

締
切
：
平
成
24
年
4
月
20
日（
金
）

平
和
祈
念
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
参

加
者
募
集

　「
平
和
祈
念
こ
い
の
ぼ
り
ま
つ

り
」
の
一
環
と
し
て
、
こ
い
の
ぼ
り

掲
揚
式
を
平
成
24
年
４
月
28
日

（
土
）、
糸
満
市
摩
文
仁
平
和
祈
念
公

園
（
午
前
10
時
）、
糸
満
市
字
米
須
・

真
栄
里（
午
前
11
時
）で
行
い
ま
す
の

で
、
各
県
慰
霊
塔
で
こ
い
の
ぼ
り
を

掲
揚
す
る
子
ど
も
た
ち
を
募
集
し

ま
す
。

　
掲
揚
式
終
了
後
は
平
和
祈
念
資

料
館
・
平
和
祈
念
堂
の
無
料
チ
ケ
ッ

ト
の
配
布
（
５
月
６
日
ま
で
有
効
）

や
、
式
典
広
場
で
は
、
自
由
に
参
加

で
き
る
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
こ
い
の

ぼ
り
・
凧
作
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

や
戦
中
・
戦
後
に
食
べ
ら
れ
た「
す

自
然
と
ふ
れ
あ
う

家
族
の
集
い

「
ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
」

自
然
と
ふ
れ
あ
う

家
族
の
集
い

「
ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
」

平
和
祈
念
こ
い
の
ぼ
り

掲
揚
事
業

平
和
祈
念
こ
い
の
ぼ
り

掲
揚
事
業

い
と
ん
」、「
ふ
か
し
芋
」
の
試
食
会

も
行
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
親

子
で
の
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
沖
縄
県
平
和
祈
念
財
団

　
☎
9
9
7
_2
7
6
5

日
時
　
平
成
24
年
４
月
28
日（
土
）

　
　
　
〜
29
日（
日
）

主
催
　
沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

募
集
人
員

　
　
　
小
学
生
以
上
の
家
族
20
組

　
　
　（
約
70
名
）

　
　
　
※
料
金
２
，０
０
０
円
／

　
　
　
　
一
人
　
当
日
徴
収

内
容
　
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
に
よ
る

野
外
炊
飯
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
・
石
川
岳
登
山

募
集
期
間

　
　
　
平
成
24
年
４
月
17
日（
火
）

　
　
　
〜
25
日（
水
）

※
但
し
定
員
に
達
し
次
第
、締
め
切
り

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

　
☎
0
9
8
_9
6
4
_3
2
6
3

　
℻
0
9
8
_9
6
4
_5
6
6
3

（
担
当
：
伊
波
）

港
川
・
長
毛
・
新
城
・
後
原
区
民

の
皆
様
方
へ

　
八
重
瀬
町
土
木
建
設
課
に
お
き

ま
し
て
、集
落
に
お
け
る
生
活
環
境

の
向
上
と
、
海
や
川
の
水
質
保
全
に

寄
与
す
る
目
的
で
漁
業
集
落
排
水

事
業
（
字
港
川
・
長
毛
）
と
農
業
集

落
排
水
事
業
（
字
後
原
・
新
城
）
を

進
め
て
き
ま
し
た
。処
理
施
設
及
び

管
路
施
設
が
完
成
し
、
現
在
、
下
水

道
本
管
（
公
共
ま
す
）
へ
の
接
続
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
区
民
の

皆
様
方
へ
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。詳

し
く
は
左
記
の
土
木
建
設
課
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
八
重
瀬
町
役
場
土
木
建
設
課

　（
東
風
平
庁
舎
）

　
☎
0
9
8
_9
9
8
_1
1
2
3

　
℻
0
9
8
_9
9
8
_0
7
1
0

　
町
で
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
堆
肥
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
方
を
募
集
し
、

必
要
な
基
材
を
提
供
し
て
い
ま
す
!!

ダ
ン
ボ
ー
ル
堆
肥
と
は
？

　
家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
を
ピ
ー

ト
モ
ス
等
の
基
材
と
と
も
に
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
、
そ
の
中
で
減

量
・
堆
肥
化
を
行
う
も
の
で
す
。

　
新
聞
紙
片
面
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス

で
で
き
ま
す
！

　
自
ら
造
っ
た
堆
肥
で
家
庭
菜
園

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
公
民
館
等
に
て
講
習
会
を
行
う

こ
と
も
可
能
で
す
。

　
近
く
の
知
り
合
い
を
誘
っ
て
皆

さ
ん
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
、
住
民
環
境
課（
環
境
班
）

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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土
木
建
設
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

土
木
建
設
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

ダ
ン
ボ
ー
ル
堆
肥

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

ダ
ン
ボ
ー
ル
堆
肥

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

●那覇市田原４－５－２　株式会社和高建設工業
　代表取締役社長具志清様より人材育成基金に一般寄付と
して金 ３０万円のご寄付がありました。

人材育成基金へ

2012 町民カレンダー
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24
25
26
27

土

火
水
木
金

乳幼児一般健康診査

定例行政相談
3歳児健康診査
ポリオ
ＢＣＧ

13:00～14：30

14：00～16：00
13:00～14：30
13:00～13：45
15：30～16：00

保健センター集健ホール

具志頭農村環境改善センター２Ｆ
保健センター集健ホール
保健センター
沖縄県総合保健協会

前期4ヶ月児～5ヶ月児
後期9ヶ月児～11ヶ月児
町民
3歳 6ヶ月児～4歳未満
生後3ヶ月～7歳未満
生後3ヶ月～6ヶ月未満

火

水
木

金

月
水
木
金

日

4

　
　月

5

　
　月

行　　事　　名 対　　象　　者 時　　間 場　　　　所

8

9
10

11

14
16
17
18

ご芳志ありがとうございます
八重瀬町社会福祉協議会へ

定例行政相談
離乳食実習
住民健診（世名城・高良）
住民健診（志多伯）

ベビーマッサージ

住民健診（小城・当銘）
にこにこキッズ（遊びの教室）
1歳 6ヶ月健診
住民健診（友寄）

14：00～16：00
14：00～16：00
8：30～11：00
8：30～11：00

10：00～11：30

8：30～11：00
10：00～11：30
13：00～14：30
8：30～11：00

八重瀬町社会福祉会館
社会福祉会館　調理実習室
世名城公民館
志多伯公民館

保健センター

小城公民館
保健センター
保健センター集健ホール
友寄児童館

町民
5ヶ月児～8ヶ月児とその親
町民
町民
3ヶ月児～6ヶ月児とその親
※定数有（要予約☎998-1149）
町民
定数10組程度（要予約☎998-1149）
1 歳 6ヶ月児～2歳未満
町民

●八重瀬町字東風平１４５９番地１の比屋根方治様より８５歳
生年祝いの記念として金 １０万円のご寄付がありました。

●南風原町字宮平６３１番地の有限会社大宮工機代表取締
役宮城靖一様より一般寄付として金 ５万円のご寄付があ
りました。
●八重瀬町字世名城２８５番地の古波津敏子様より（故二
男）古波津健司様の香典返しとして金 ５万円のご寄付が
ありました。
●八重瀬町字世名城２８５番地の古波津健様より（故二男）
古波津尚也様の香典返しとして金 ５万円のご寄付があり
ました。
●八重瀬町字外間５５番地の金城直子様より一般寄付として
 金 １万円のご寄付がありました。
●八重瀬町字世名城７８１番地２のにこにこ保育園様より一
般寄付として金 ５千円のご寄付がありました。

　明治中期に活躍した八重
瀬町出身の社会運動家で「沖
縄の自由民権運動の父」と呼
ばれた『謝花昇』と八重瀬町
字長毛で発見された約１万８
千年前の化石人骨『港川人』
がプリントされたオリジナルポロ
シャツをプレゼント。当選者のみ
なさまおめでとうございます。

与那原町字東浜 23番地 2

かねひであがり浜店

次
郎
工
業

東
浜
店

県道 77 号線

331号
方面
⇨

国道 329 号線

ローソン

事務所移転しました！
代表司法書士
喜屋武　力

借金問題、相続、遺言、後見人等
お気軽にご相談ください。（予約制）
借金問題は初回相談無料です。

完全個室の相談ブース完備。
秘密厳守でゆったりとした
相談ができます！

営業時間　平日　AM 9：00～PM 6：00
TEL.882-8177　　　0120-36-7930

きゃん事務所

やえせ
第６回

まつり
桜 クイズラリー
オリジナルポロシャツ

当選者発表
糸数　昌瑛
池田日向子
富田　深冬
新城　里沙
神谷　萌花
田中　充翔
知念ひなの
富田　　海

喜屋武なつみ
水野　牧乃
金城ふみや
長嶺  りゅう
島尻　雄二
平良　琉華
趙　　　傑

八重瀬町
八重瀬町
八重瀬町
八重瀬町
八重瀬町
八重瀬町
八重瀬町
八重瀬町

八重瀬町
八重瀬町
那覇市
豊見城市
那覇市
糸満市
大阪府

ぐしちゃん
朝市
ぐしちゃん
朝市
ぐしちゃん
朝市 4 月 14日より、

毎週土曜日開催します。
4月 14日より、
毎週土曜日開催します。

【お問合わせ】農林水産課　998-4624【お問合わせ】農林水産課　998-4624
地元で生産された農水産物・加工品の展示販売

八重瀬町役場
本庁舎駐車場（具志頭）

開催
場所

8時～１２時

子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
る
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
沖
縄
南
部
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
。

沖
縄
県
南
部
広
域
観
光
協
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

９
９
８-

２
３
４
４（
仲
座
）

沖
縄
南
部
広
域
観
光
協
会
で
は
、修
学
旅
行
な
ど
で
訪
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
民
泊

（
宿
泊
体
験
）を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

お問い
合わせ

小中高一貫・逆算のプログラムで夢実現！

一斉指導+個別指導　２つの良さがある学習環境！ １８歳で受験学力をピークへ！

東進衛星予備校・東風平校

３７

浦添教室　小中部・875-8600
　　　　　高校部・876-8530東進衛星予備校
浦添伊祖校
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